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地球温暖化を解決するために世界が協力して作った京都
議定書で、日本は2008年から2012年までの５年間でＣＯ２

（二酸化炭素）については、1990年の排出量から６％削減することを世界に約束しています。しか
し、2006年には逆に6.4％増えており、実質の削減目標は12％に膨らんでいるのが現状です。
地球温暖化は身近な問題です。特定の国や地域、特定のだれかが何かをすれば解決するというも

のではありません。わたしたち一人一人が正しい認識を持ち、具体的な行動を起こしていかなけれ
ばなりません。便利で快適な生活は、ＣＯ２を排出して地球の温暖化を進めます。毎日の生活を
チェックして、地球にやさしいライフスタイルを実現しましょう！

私たちが生活していく上で電気や水は欠かせませんが、電気を作り出すときにもたくさんのＣＯ２を出しています

し、また、水をきれいにするときにもたくさんの電気が使われています。私たち一人一人が、毎日の生活の中でガソリ

ン・灯油やガス、電気、水道水を余分に使わないようにすることで、ＣＯ２を出す量を減らすことができます。

２月は経済産業省主唱の「省エネルギー月間」です。原油価格の高騰や食用穀物の生産減少による諸物価の値上げが

相次いでいる中、省エネに励むことで家計費の節約と同時に温暖化防止活動にチャレンジしましょう！

IPCC（気候変動に関する政府間パネル）の報告書によると、このまま温暖化が進み、2100年の地球の平均気温が最大

5.8℃上昇した場合、次のような影響が出ることが考えられるとしています。

猿海水の熱膨張や氷河の融解で、海面が最大88唖上昇する。

猿絶滅の危機にさらされている生物が、さらに絶滅に近づく。

猿マラリアなど熱帯性の感染症の発生範囲が広がる。

猿内陸部では乾燥化が進み、熱帯地域では台風や、ハリケーンが猛威

をふるい、洪水や高潮などの被害が大きくなる。

猿病害虫の増加で穀物生産が大幅に減少し、深刻な食糧難を招く恐れ

がある。

猿永久凍土が溶け出し、中のＣＯ２が放出される。

●地球温暖化の影響

●省エネで温暖化防止（身近な取り組み）

猿産業地帯が集中する湾岸域が水没する。

猿マラリアなどの感染率や老人の死亡率が

高まる。

猿珊瑚礁が白化する。
さんご

猿ブナ林が減少する。

猿南方で生息する昆虫が

北に移動する。

猿サケ漁場が北上する。

日本では…世界では…

家庭でできる取り組みの例（研～謙）

研
冷暖房を１℃控える

CO2約31kgカット/年

約2,000円/年の節約閣閣閣

～まずは日常生活の工夫から～

ご協力ください。ご協力ください。
ＣＯ２の削減にＣＯ２の削減に
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猿マイバッグ運動…買物には昔のように買物袋を使いましょう。レジ袋１枚で約50ｇのＣＯ２を削減できます。

猿資源ごみ回収の利用…育成会などの資源ごみ回収を積極的に活用しましょう。通常のごみ出しよりも償却率が減り、

リサイクルにはずみがつきます。

猿生ごみの家庭処理…生ごみを可燃ごみとして出さず、コンポスタなどで家庭内処理し土に返します。電動の処理機よ

りも時間はかかりますが、環境には優しくなります。

猿「いっしょに減らそう、ＣＯ２」運動…環境省・経済産業省が、環境団体や経団連・大手企業などとの実行委員会体

制で行っている活動で、事務局は東京電力です。専用の記入用紙に、暖房設定・風呂湯の活用・空き部屋の消灯など

各家庭で身近にできる省エネ活動を宣言し、20人以上まとまって送付すれば苗木がもらえるというものです。

●こんな活動もあります

市では、温暖化防止のためのＣＯ２削減計画を作る予定です。計画の実行は、まずは市の施設から始めますが、やが

て事業所、一般家庭へも協力をお願いすることになります。

【2008（平成20）年度に実施を検討している事業】

猿みどりのカーテン推進事業…協力者の家庭で、朝顔などのつるものの植物を育ててもらい、壁を緑で覆って夏場の熱

吸収とＣＯ２吸収を図ろうという試みです。

猿バイオディーゼル燃料（BDF）の導入…廃食用油を回収し、ディーゼル燃料に精製して公用車の燃料に使います。

●ＣＯ２削減計画を作成（市の取り組み）

解ここで使用している数値は、環境省の「みんなでできる10のコマメ」を参考にしています。現在、家庭で使用してい

る機器やその使用状況によって年間節約効果は異なりますので、あくまでも目安としてください。

硯 絹

県 肩

見 謙

テレビを１日１時間節約

CO2約13kgカット/年

約1,000円/年の節約閣閣

夜中の保温を止める

CO2約31kgカット/年

約2,000円/年の節約閣閣

お風呂の残り湯で洗濯

CO2約17kgカット/年

約5,000円/年の節約閣閣

車の運転を控える

CO2約185kgカット/年

約8,000円/年の節約閣閣

シャワーを１日１分節約

CO2約65kgカット/年

約4,000円/年の節約閣閣
（週２回８km減らす）

額

斬斬斬斬斬斬問い合わせ先：生活環境課環境衛生係（笠懸庁舎問い合わせ先：生活環境課環境衛生係（笠懸庁舎））緯緯(76)(76)09850985

買物袋を持ち歩いて、

CO2約58kgカット/年閣閣
省包装の商品を選ぶ
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捌市県民税の申告受付日程表捌

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税のののののののののののののののののののの申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告はははははははははははははははははははは正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正ししししししししししししししししししししくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお早早早早早早早早早早早早早早早早早早早早めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめにににににににににににににににににににに税の申告は正しくお早めに！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！
市県民税の申告期間は２月18日(月)～３月17日(月)です

市県民税の申告が必要な人は、期間中に市役所各庁舎で

申告をしてください。各対象地区別の申告受付日程は次の

表のとおりです。

申告をしていただかないと、児童手当・保育園入所・

幼稚園補助金・公営住宅の入居や事業資金の融資などの

申請に必要な証明書が発行できません。また、国民健康

保険税や介護保険料などが適正に賦課されませんのでご

注意ください。

※必要な書類は、忘れずにお持ちください（書類がそ

ろっていないと、もう一度申告に来ていただかなけれ

ばなりません）。

※事業収入のある人は、収支内訳書（収入・経費を計算し

て）を作成してきてください。

※医療費控除を受けようとする人は、医療費の明細書に医

療を受けた人、続柄、病院名、支払った医療費などをま

とめて計算し、合計欄まで記入してきてください。

※収支内訳書、医療費の明細書を申告会場で作成すると会

場が大変混み合います。必ず事前に作成した上で申告会

場へお越しください。

■問い合わせ先 税務課市民税係（笠懸庁舎）緯(76)0964

大間々町東町笠懸町地区

大間々庁舎地下第５会議室東庁舎１階待合ロビー笠懸庁舎２階第２会議室会場

午前９時～11時・午後１時～４時 ※この時間内に受付をしてください。時間

大間々第１～８区住民

荻原地区住民還付申告者２／18(月)

期
日
・
対
象
者

沢入①《注》地区住民還付申告者２／19(火)

神戸①《注》地区住民年金所得者（笠懸第１～４区）２／20(水)

花輪２区住民年金所得者（笠懸第５～７区）２／21(木)

小夜戸区住民年金所得者（笠懸第８～10区）２／22(金)

花輪３区住民笠懸第１区住民２／25(月)

沢入②《注》地区住民笠懸第２区住民２／26(火)

大間々第９～12区住民

神戸②《注》地区住民笠懸第３区住民２／27(水)

小中地区住民笠懸第４区住民２／28(木)

花輪１区住民笠懸第５区住民２／29(金)

未済者笠懸第６区住民３／３(月)

大間々第13～27区住民

草木地区住民笠懸第７区住民３／４(火)

座間地区住民笠懸第８区住民３／５(水)

未済者

笠懸第９区住民３／６(木)

笠懸第10区住民３／７(金)

営庶業者３／10(月)

未済者

３／11(火)

３／12(水)

未済者

３／13(木)

３／14(金)

３／17(月)

《注》東町の対象者中、沢入①は渡良瀬川の西側地域（東宮地区除く）、沢入②は渡良瀬川の東側地域及び東宮

地区、神戸①は牛沢・上の平・宿・高助の各地区、神戸②は原・谷頭・下小池・上小池の各地区です。
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○認印（全員）

○障害者手帳・障害者年金証書・介護保険証など、対象

者であることを証明できる物

▼申請受付期限 ３月10日俄 午前８時30分～午後５時

15分（土・日曜日・祝日を除く）

▼申請窓口（お住まいの地区の各庁舎）

○社会福祉課（笠懸庁舎）緯(76)0975

○大間々民生課（大間々庁舎）緯(76)1846

○東民生課（東庁舎）緯(76)1847

▼注意事項

○複数の要件にあてはまる場合でも、助成は１世帯につ

き１回です。

○ひとつの家屋に２世帯以上が同居している場合は１世

帯と見なします。

○灯油券の有効期限は３月31日俄です。

○この事業は平成19年度限りの特別事業です。

○灯油券は他人に譲ったり売ったりすることはできませ

ん。

○灯油券は市が指定する協力店で、灯油購入代金の支払

いに限り利用できます。

○協力店は市ホームページに掲載するほか、申請窓口で

灯油券交付時に一覧表を差し上げます。

▼問い合わせ先 社会福祉課（笠懸庁舎）緯(76)0975

市では、原油価格の急激な高騰への緊急対策として、

特に著しく値上がりしている灯油に対する負担軽減のた

め、２月１日から次に定める低所得世帯に灯油購入助成

券を交付しています。

▼対象世帯

１．次の①～④のうち、市町村民税非課税の世帯

①65歳以上の高齢者のみの世帯

②18歳未満の児童を養育するひとり親世帯または父母の

いない児童を養育している世帯

③要介護度４または５に該当する人がいる世帯

④次のア～オのいずれかの状態にある重度の障害者のい

る世帯

ア．特別児童扶養手当１級に該当する

イ．国民年金法の１級の障害に該当する

ウ．身体障害者手帳１級および２級

エ．療育手帳の重度に該当する（判定欄にＡと記載さ

れる障害）

オ．精神保健福祉手帳１級

２．生活保護世帯

※いずれの場合でも該当者が施設入所や長期入院などに

より、在宅していない世帯は対象外です。

▼灯油券の金額 １世帯につき5,000円

▼申請方法 次の物を持参して申請してください

平成19年度みどり市原油価格高騰緊急対策事業

灯油購入助成券を交付しま灯油購入助成券を交付しますす灯油購入助成券を交付します

申請受付期間 ２月１日～３月10日

３
月

日
臥
・

日
蚊

29

30

▼
時
間

午
前
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時
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30
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時
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問
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収
納
対
策
室
滞
納
整
理
係

（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
５
６

(76)

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
にににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●
●
●

税
に
関
す
る
お
知
ら
せ

●
●
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

税
の
納
付
や
納
税
相
談
で

平
日
昼
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
開
設
場
所
は
笠
懸

庁
舎
の
み
で
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

恭
夜
間
窓
口

▼
開
設
日

煙
２
月

日
俄
～

日
画

25

29

煙
３
月

日
峨
～

日
俄

25

31

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

▼
時
間

午
後
７
時

分
ま
で

30

恭
休
日
窓
口

▼
開
設
日

恭
税
に
関
す
る
無
料
相
談

各
種
の
税
に
関
す
る
相
談

に
応
じ
ま
す
。
複
雑
な
申
告

な
ど
有
料
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
俄

25

午
前

時
～
午
後
４
時

10

▼
問
い
合
わ
せ
先

関
東
信

越
税
理
士
会

桐
生
支
部

緯

０
６
６
１

(73)

桐
生
市
・
み
ど
り
市
の
各

税
理
士
事
務
所
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。
事
前
に
電
話
連
絡

の
上
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

恭
還
付
申
告
無
料
税
務
相
談

給
与
や
年
金
な
ど
の
所
得

税
の
還
付
申
告
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
画

15

午
前

時
～
午
後
４
時

10

夜
間
窓
口
・
休
日
窓
口
を
開
設
し
ま
す

ご
相
談
く
だ
さ
い

税
理
士
会
無
料
相
談



刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾

乾
乾
乾
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◎後期高齢者医療制度の次回掲載は３月号です。

【保険料について】

後期高齢者の医療費総額のうち50％を国県市町村などの公費、40％を保険者（若年世代）からの支援金、そし

て10％を後期高齢者医療被保険者の保険料でまかないます。

平成19年11月13日峨開催の広域連合議会において、平成20年度および21年度の群馬県内の保険料算出基礎とな

る所得割率と均等割額が決定しました。なお、賦課限度額は50万円です。

猿所得割率 7.36％

猿均等割額 39,600円

【保険料の計算方法】

１人当たりの保険料＝「基礎控除後の所得金額×所得割率」＋「均等割額」

※１人当たりの保険料は100円未満切捨てになります。

【保険料の納付方法】

後期高齢者の保険料は、基本的には年金天引きによる特別徴収です。年金天引きできない場合は、現金納付ま

たは口座振替による普通徴収となります。

【保険料均等割額の軽減】

後期高齢者の保険料についても、世帯所得により均等割額が軽減されます。軽減の対象になる世帯所得とは、

世帯主、被保険者、同居の他の被保険者の合計所得です。

猿７割軽減…上記所得合計が、基礎控除額（33万円) 以下

猿５割軽減…上記所得合計が、24.5万円×（被保険者数－世帯主)＋33万円 以下

猿２割軽減…上記所得合計が、35万円×被保険者数＋33万円 以下

【年間保険料の具体例】

①基礎年金受給者（基礎年金79万円）の人

（年金収入79万円崖年金控除120万円崖基礎控除33万円）×所得割率7.36％＋（均等割額39,600円×７割軽

減）＝11,800円

※７割軽減…世帯主と被保険者の所得合計額が基礎控除額（33万円）以下の場合に適用。所得のある息子（世

帯主）と同居の場合、軽減対象にならないため、保険料は39,600円。

②平均的な厚生年金受給者(厚生年金208万円)の人

（年金収入208万円崖年金控除120万円崖基礎控除33万円)×所得割率7.36％＋均等割額39,600円＝ ８万円

③農業所得500万円、年金収入300万円の人

(農業所得500万円＋年金収入300万円崖年金控除120万円崖基礎控除33万円）×所得割率7.36％＋均等割額

39,600円＝51万5,792円 ただし、賦課限度額により50万円。

④会社勤めの息子（世帯主）と同居する被用者保険(共済・社会保険等)の被扶養者の人

猿平成20年４月１日～９月30日は、保険料凍結（０円）。

猿平成20年10月１日～平成21年３月31日は、均等割額９割軽減（39,600円÷２×９割軽減＝1,900円)。

猿平成21年度は、均等割額５割軽減（39,600円×５割軽減＝19,800円）。

参考…国民健康保険税の支援金分について

後期高齢者医療制度が平成20年4月から開始されることに伴い、各保険者(若年世代)からの支援金とし

て国民健康保険税においても、これまでの医療分と介護分に、新たに「支援金分」が加わります。その

ため、各部分の限度額や金額などが変更になります。詳細につきましては、決定次第お知らせします。

～特集⑤保険料について～
今回は後期高齢者医療制度における『保険料』について解説します。

問い合わせ先 市民課保険年金係（笠懸庁舎）緯(76)0972

後期高齢者医療制度
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【市民意見書提出用紙の配布場所】

煙市ホームページ

http://www.city.midori.gunma.jp

煙市役所水道庁舎水道局総務課および各庁舎総務課

【みどり市水道ビジョン（概要案）の閲覧方法】

【注意事項】

○意見を提出された人の個人名などは公表しません。

○住所、氏名が明記されていない意見などについては、

市の考え方などの公表はしませんので、あらかじめご

了承ください。

○提出されたご意見に対して、個別の回答はいたしかね

ますので、あらかじめご了承ください。

皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆皆さささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんのののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞聞かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだださささささささささささささささささささささささささささささささささささささささささ皆さんのご意見をお聞かせくださいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

【意見を募集する計画】みどり市水道ビジョン概要版

【意見の提出期間】２月８日画～29日画

【意見を提出できる人】

煙市内に住所を有する人

煙市内に事務所、事業所を有する個人、法人など

煙市内に通勤、通学している人

【意見の提出方法】 市民意見提出用紙に「住所、氏名

（法人そのほかの団体にあっては、事務所または事業

所の所在地、名称および代表者の氏名）、性別、年

齢、電話番号」と「意見・提言」の内容を記入し、次

のいずれかの方法で提出してください。

「みどり市水道ビジョン」の概要案へのパブリックコメント実「みどり市水道ビジョン」の概要案へのパブリックコメント実施施

現在、水道局では「みどり市水道ビジョン」の制定に向
け協議を行っていて、このたび概要案がまとまりました。
そこで、概要案に対するパブリックコメントを実施しま

すので、皆さんのご意見をお寄せください。提出されたご
意見と意見に対する市の考え方などの結果については、後
日広報およびホームページで公表します。そして、それら
を参考にして、今後委員会で最終決定します。

問問い合わせ問い合わせ先先 水道局総務課（水道庁舎）水道局総務課（水道庁舎） 緯緯(76)9916(76)9916

提出先提出方法

衣376崖0101 みどり市大間々町大間々
235崖6 みどり市役所水道局総務課 あて

郵便など

市役所水道庁舎 水道局総務課

または笠懸・大間 ・々東の各庁舎総務課
持参

(76)1592ファクス

suidosomu@city.midori.gunma.jp

（件名欄に「水道ビジョン意見」と明記）
Ｅメール

市ホームページで閲覧される人

アドレス http://www.city.midori.gunma.jp

市役所で閲覧される人

期間 ２月８日画～29日画 ※土・日曜日、祝日を除く

時間 午前８時30分～午後５時15分

場所 市役所水道庁舎および各庁舎総務課

《水道ビジョン》とは、事業

推進上の理念とした「人と環

境にやさしい水道」に向かっ

て、今後の水道事業に関する

中期的な事業メニューを中心

としたプランです。
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▼
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奨学金奨学金のの借入申請を受け付借入申請を受け付けけ
高校生、大学生などで奨学金借入を希望する人へ

市
で
は
、
高
校
や
大
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な
ど
に
在
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る
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、
ま
た
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る
「
年
金
記
録
の
お
知
ら
せ
」
に

は
記
載
し
て
な
く
、
現
在
基
礎
年
金
番
号
に
登
録
さ
れ
て
い
る
記
録

だ
け
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
勤
め
先
な
ど
の
欄
の
も
れ
や
、
資
格
取
得
年
月
日
・
資
格
喪
失

年
月
日
の
誤
り
が
な
い
か
な
ど
を
十
分
に
ご
確
認
い
た
だ
き
、
訂
正

が
な
い
場
合
に
は
同
封
の
「
確
認
は
が
き
」
を
、
訂
正
が
あ
る
場
合

に
は
「
年
金
加
入
記
録
照
会
票
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
必
ず
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
…
緯
０
３
（
６
７
０
０
）
１
１
４
４

《
受
付
時
間
》

○
月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
８
時

○
第
２
土
曜
日
・
３
月
９
日
蚊

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
オ
ン
ラ
イ
ン
の
稼
働
時
間
に
よ
っ
て
は
、
ご
照
会
の
回
答
を
翌
日

以
降
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

※
一
般
の
年
金
相
談
は
、
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で

緯
０
５
７
０

１
１
６
５

(05)
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平成19年度共同募金を、10月の赤

い羽根一般募金から12月の歳末たす

けあい募金まで、３カ月間にわたり

実施してきました。

期間中に多くの方々の善意をお預

かりしました。皆さんからの浄財は

次のとおりであり、収支につきまし

てご報告します。

ご協力いただきました方々に深く

感謝申し上げます。

毅共同募金会みどり市支会
（赤い羽根募金）

毅みどり市社会福祉協議会
（歳末たすけあい募金）

金額（円）内 訳募 金 の 種 類

4,684,990戸別募金16,514世帯

１．赤い羽根募金

共

同

募

金

79,852学校募金８校

42,900職域募金８カ所

721その他１件

4,808,463赤い羽根募金合計

3,031,101戸別募金14,918世帯

２．歳末たすけあい募金

86,460学校募金11校

59,678職域募金45カ所

10,000法人募金１件

86,727団体募金６件

7,885個人募金４名

3,281,851歳末たすけあい募金合計

【募金の使いみち】

◎赤い羽根募金

群馬県共同募金会へ送金（県内の福祉施設、社会福祉協議会などの申

請計画に基づいてそれぞれへ配分されます）…4,808,463円

◎歳末たすけあい募金

①独居高齢者世帯おせち料理配食事業（89世帯）…233,738円

②独居高齢者世帯福祉カレンダー配付（1,084世帯）…201,680円

③準要保護世帯歳末慰問（85世帯）…447,387円

④児童福祉施設等歳末行事助成（22カ所）…931,562円

欝歳末交流事業（３カ所）…601,768円
蔚次年度地域福祉事業配分…775,754円
鰻歳末募金実施経費…89,962円

共同募金収支報告
～ご協力ありがとうございました～

【お寄せいただいた金額】

◎問い合わせ先

みどり市社会福祉協議会緯(76)4111

問
い
合
わ
せ
先

煙
群
馬
社
会
保
険
事
務
局
桐
生
事
務
所

緯

２
３
１
１

(44)

煙
市
民
課
保
険
年
金
係
緯

０
９
７
２

(76)

国
民
年
金
に
は
、
一
括
し
て
保
険
料
を
納
め
る
と
割
引
に
な
る

「
前
納
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

口
座
振
替
で
１
年
分
（
ま
た
は
６
カ
月
分
）
の
保
険
料
を
前
納
す

る
と
、
納
付
書
を
使
用
し
て
現
金
で
前
納
す
る
場
合
よ
り
も
さ
ら
に

お
得
で
す
。
口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
２

月
末
日
ま
で
に
金
融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

１
年
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
、
３
，
６
２
０
円

（
現
金
納
付
で
は
３
，
０
７
０
円
）
が
、
６
カ
月
分
の
保
険
料
を
口

座
振
替
で
前
納
す
る
と
９
８
０
円
（
現
金
納
付
で
は
７
０
０
円
）

が
、
同
じ
月
数
の
保
険
料
を
毎
月
納
め
た
場
合
と
比
べ
て
割
引
に
な

り
ま
す
（
割
引
額
は
平
成

年
度
の
予
定
額
で
す
）
。

20

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
「
早
割
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

は
や
わ
り

口
座
振
替
の
指
定
日
を
納
付
期
限
よ
り
１
カ
月
早
め
る
こ
と
で
、
１

カ
月
当
た
り
の
保
険
料
が

円
割
引
（
平
成

年
度
予
定
額
）
に
な

50

20

る
お
得
な
制
度
で
す
。
納
め
忘
れ
の
心
配
も
な
い
の
で
、
安
心
・
確

実
で
す
。
「
早
割
」
制
度
を
ご
希
望
の
人
は
、
金
融
機
関
ま
た
は
社

会
保
険
事
務
所
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
よ
る
「
前
納
」
ま
た
は
「
早
割
」
制
度
を
お
申
し
出

の
際
に
は
、
①
預
貯
金
通
帳
、
②
預
貯
金
通
帳
届
出
印
、
③
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
も
の
（
年
金
手
帳
・
国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
な

ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
社
会
保
険
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

俯
口
座
振
替
が
お
得
で
す

俯

国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す
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鮫
不
動
産
公
売
入
札
・
開
札

▼
日
時

２
月

日
我

27

茨
受
付
時
間

午
後
１
時
～
２
時

芋
入
札
の
説
明

午
後
１
時

分
～
１
時

分

40

55

鰯
公
売
の
入
札

午
後
２
時
～
２
時

分
20

允
公
売
の
開
札

午
後
２
時

分
21

▼
会
場

群
馬
県
太
田
合
同
庁
舎
会
議
用
庁
舎

２
階
２
０
２
会
議
室

▼
合
同
公
売
参
加
執
行
機
関

み
ど
り
市
、
桐

生
市
、
太
田
市
、
館
林
市
、
大
泉
町
、
邑
楽

町
、
群
馬
県
太
田
県
税
事
務
所

鮫
売
却
決
定
・
代
金
納
付

▼
日
時

３
月
５
日
我

茨
売
却
決
定

午
前

時
10

芋
買
受
代
金
納
付
期
限

午
後
２
時

分
30

▼
会
場

み
ど
り
市
役
所
笠
懸
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室

鮫
入
札
当
日
に
必
要
な
物

①
公
売
保
証
金
（
現
金
ま
た
は
小
切
手
【
群
馬

県
中
央
手
形
交
換
参
加
地
域
を
支
払
地
と
す

る
銀
行
・
信
用
金
庫
も
し
く
は
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
振
出
の
預
金
小
切
手
に
限
る
】
）

②
印
鑑
（
個
人
が
入
札
す
る
場
合
…
本
人
の
印

鑑
、
法
人
の
代
表
者
が
入
札
す
る
場
合
…
代

表
者
印
）
※
代
理
人
が
入
札
す
る
場
合
…
委

任
状
、
代
理
人
の
印
鑑

③
収
入
印
紙
（
２
０
０
円
）
※
入
札
者
が
営
利

法
人
、
ま
た
は
個
人
で
不
動
産
業
者
な
ど
で

あ
る
場
合

鮫
注
意
事
項

①
入
札
に
際
し
て
は
、
必
ず
事
前
に
公
売
財
産

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

②
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
法
務
局
で
登
記
簿
を

確
認
す
る
な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。

③
公
売
は
中
止
に
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
公
売
中
止
の
有
無
を
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
売
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
冊
子

『
物
件
明
細
書
』
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

『
物
件
明
細
書
』
は
、
み
ど
り
市
役
所
各
庁
舎

に
お
い
て
あ
り
ま
す
。

市では、税の収入と公平化を確保するため、納税に誠意のない

滞納者から差押えた不動産の公売を実施します。

今回の物件は、過去の公売で応札のなかったものです。

また、この公売は群馬県と東毛地区市町との合同実施です。

鮫物件案内図

鮫公売物件

問い合わせ先：

収納対策室滞納整理係

（笠懸庁舎）緯（76）0956

不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不不動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公動産公売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売売をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行 いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま行いま すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

愚
愚

赤城ロマンド別荘赤城ロマンド別荘地地

水道庁水道庁舎舎
みどり市役みどり市役所所

東新川東新川駅駅

備 考財産所在地見積価格財産の種類売却区分番号

みどり市との市

境付近（２筆）

桐生市新里町

新川字八幡
1,974,000円

（土地）

宅地：183.91㎡
みどり市－１

上神梅の別荘地
みどり市

大間々町上神梅

775,000円
（土地）

原野：375㎡
みどり市－２

248,000円
（土地）

山林：168㎡
みどり市－３

22,000円
（土地）

山林：718㎡
みどり市－４

286,000円
（土地）

原野：300㎡
みどり市－５

※インターネット公売は、納付見込みが立ちましたので中止となりました。
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※各イベントおよびそのほかの問い合わせは、ながめ余興場緯(72)1968でも受け付けています。

鮫第５回朝日さわやか寄席

■期日 ３月９日蚊

■開演時間 午後２時

■料金 3,000円

■問い合わせ先 末木新聞店緯(72)1417

■出席者

ななななななななななななななななななななな ががががががががががががががががががががめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ余余余余余余余余余余余余余余余余余余余余興興興興興興興興興興興興興興興興興興興興がめ余興 場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ ベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトト情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情ベント情 報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報

鮫第５回ながめオカリーナフェスティバル

■期日 ２月17日蚊

■開演時間 午後１時

■料金 無料

※未就学児の入場はご遠慮

ください。

■出演者 公募のプロ・アマ奏者15組

※アルトＣ管を持っている人は、ぜひ演奏にご参加

ください。

■問い合わせ先 実行委員会代表 今泉緯(77)0739

鮫みどり市生涯学習大会

■期日 ２月24日蚊

■開演時間 午後２時30分

■内容 ①顕彰・実践発表、②記念公演（渋川子ど

も歌舞伎）

※詳しくは、17ページをご覧ください。

三遊亭楽太郎

平成３年、アメリカンＭ

＆Ｎ大学より哲学・理学博

士号取得。平成４年、国税

庁長官より表彰を受ける。

現在、笑点の大喜利レギュ

ラー出演中。

三遊亭小遊三

大学卒業と同時に前座名

遊吉となる。平成13年、芸

術祭優秀賞受賞。現在、笑

点の大喜利レギュラー出演

中。趣味は卓球とトラン

ペット。

昔昔亭桃太郎

落語芸術協会理事。得意

ネタは「裕次郎物語」「政

界を切る」「結婚相談所」

など。二代目柳家金五楼を

継ぐのは桃太郎しかいない

と言われている。

広告を掲載しません広告を掲載しませんかか

●問い合わせ先 企画課情報広聴係（笠懸庁舎） 緯(76)0962

算広報みどり
広報みどりは、約18,500部が市内全戸に配付さ

れます。新聞折込チラシとは異なる、目新しい広

告媒体として、市民の皆さんに目にしていただけ

る機会を提供します。

掲載料金 Ａ広告（縦4.7ｃｍ×横17.8ｃｍ）…

２万円／１回、Ｂ広告（縦4.7ｃｍ×横8.8ｃ

ｍ）…１万円／１回

掲載位置 「くらしの情報」の最下段

※刷り色は黒１色です。

算市ホームページ
市ホームページには、月平均２万件のアクセス

があります。市ホームぺージ閲覧者に対して、広

告用バナーを介して広告主のホームぺージへアク

セスする機会を提供します。

掲載料金 縦60ピクセル×横150ピクセル（10キ

ロバイト以内でGIFまたはJPEG形式）…１万円

／１月

掲載位置 トップページ右（バナー広告）

～平成20年度広報みどり・市ホームページ～

市では、平成20年度（平成20年４月～21年３月）に広報みどり・市ホームページに掲載する

広告を募集しています。掲載を希望する人は、掲載月の１カ月前までに広告原稿を添えて企画

課情報広聴係へ申し込みください。



１．身体だけでなく、生命に対する脅迫についても保護

命令の申し立てができます。

２．接近禁止命令と併せて、被害者に対する以下の行為

が禁止されます。

①面会の要求

②行動の監視に関する事項を告げることなど

③著しく粗野・乱暴な言動

④無言電話、連続しての電話・ファクス・電子メール

（緊急やむを得ない場合を除く）

⑤夜間（午後10時～午前６時）の電話・ファクス・電子

メール（緊急やむを得ない場合を除く）

配偶者からの暴力は、犯罪となる行為をも含む重大な人権侵害です。その暴力行為は、発見が困難な家庭内で行われ

るため、潜在化しやすく、しかも加害者の罪の意識が薄いという傾向があります。

被害者の多くは女性で、経済的自立が困難な人に配偶者が暴力を加えることは、個人の尊厳を害し、男女平等の実現

の妨げとなっています。

このような状況を改善し、人権の擁護と男女平等の実現を図るために、配偶者からの暴力を防止し被害者を保護する

ことを目的とした配偶者暴力防止法が制定され、平成20年１月、保護命令制度の拡充などを定めた一部改正法が施行さ

れました。

⑥汚物・動物の死体などの著しく不快または嫌悪の情を

催させる物の送付など

⑦名誉を害する事項を告げることなど

⑧性的しゅう恥心を害する事項を告げることなど、また

は性的しゅう恥心を害する文書・図画の送付など

３．被害者の親族なども接近禁止命令の対象となりま

す。

【そのほか】

４．基本計画の策定、支援センターの設置を市町村の努

力義務とします。

５．配偶者暴力相談支援センターに関する改正。

電話番号相談受付日時実施機関

緯027（231）4488
月曜日～金曜日 午前９時～午後８時

土・日曜日、祝日 午後１時～５時

群馬県女性相談センター

（配偶者暴力相談支援センター）

緯027（224）8080

24時間受付

（ただし夜間休日は宿日直勤務員が応じます）

警察安全相談室（警察本部の総合相談窓口）
警

察

本

部

緯027（221）7777被害者支援室（犯罪被害者相談）

緯027（224）4356性犯罪捜査係（性犯罪被害者相談）

緯027（243）0110
ストーカー対策係

（ストーカー相談、ＤＶ相談）

各警察署番号県内20カ所の警察署

緯027（890）6520月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時15分前橋市男女共同参画室

緯027（321）1315月曜日～金曜日 午前９時～午後４時高崎市福祉事務所（家庭児童相談室）

緯0276（72）4111月曜日～金曜日 午前９時～午後４時館林市福祉事務所

緯0570（070）810月曜日～金曜日 午前８時30分～午後５時
女性の人権ホットライン

（前橋地方法務局人権擁護課）

緯027（231）9990月曜日～金曜日 午前10時～午後３時ＮＰＯ法人 被害者支援ネットすてっぷぐんま

緯（43）6068火曜日・金曜日 午前10時～正午きりゅう女性支援グループいぶき

県内11カ所の保健福祉事務所に相談してください。最寄りの群馬県保健福祉事務所

【配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護に関する法律の改正について】

【改正のポイント】

【配偶者からの暴力に関する窓口】

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配配偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶偶者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴暴力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力力防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法配偶者暴力防止法がががががががががががががががががががががががががががががががががががががががががが
改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改 正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正 ににににににににににににににににににににににににににににににににににににににににに ななななななななななななななななななななななななななななななななななななななななな りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり ままままままままままままままままままままままままままままままままままままままままま ししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし改 正 に な り ま し たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

●問い合わせ先 こども課 相談室（笠懸庁舎） 緯(76)0995

企画課政策調整係（笠懸庁舎） 緯(76)0962

2008年（平成20年） ２月号 （12）



やさしく楽しく男女共同参やさしく楽しく男女共同参画画
●問い合わせ先 企画課政策調整係（笠懸庁舎） 緯(76)0962

今回の男女共同参画コーナーは、文芸評論家：斎藤美

奈子さんのコラムを紹介します。

『実行に移してみれば、なーんだ、どうってことはな

かったじゃん。世の中には、そんなジャンルが意外と多

いように思う。

高校時代、私はフェンシング部の部員だった。女子が

少ない学校だったせいで、当時、女子の部員は私だけ

だった。ランニングも基礎トレーニングも練習試合も全

部一緒にやったけど、べつに不都合はなかった。あっち

はやりにくかったかもしれないが、手加減もされなかっ

たし私より体力のない部員もいたからだ。とはいえ「男

子と練習していると強くなるでしょ」ということもな

く、公式戦ではいつも予選負け。そんなものなのだ。

そういえば、フェンシングには、フルーレ、エペ、

サーブルという三つの種目があるのだが、当時、女子の

競技はフルーレ一種目だけだった。「エペとサーブルは

決闘が起源だから」というのがそのころ流布していた

「女子の競技種目にない理由」で、よく考えれば何の説

明にもなっていない。それを特に理不尽とも思わなかっ

たのは私が単にアホだったせいである。男女共同参画が

進んだ現在、女子の競技にもちゃんと三種目がある。

肉体を使うがゆえに男女差が特に大きいとされている

スポーツでさえそうなのだ。まして仕事や家事において

をや。先入観は丸めてゴミ箱に捨てた方がいいのである。』

鞄第８回鞄剣で戦っていたころ(コラム)

次号の男女共同参画コーナーは、最終回「男女共同参画は、日本社会の希望なのか？」を掲載します。

男女が、互いに人権を尊重しつつ責任も分かち合い、

性別にかかわりなく、その個性と能力を十分に発揮する

ことができる男女共同参画社会の実現に向け、「男女共

同参画週間」（６月23日～29日）を設定しています。

この週間の趣旨を広く浸透させるための標語を募集し

ています。多くの御応募をお待ちしています。

▼募集内容 男女共同参画をテーマにした標語

※特に、身近なところから男女共同参画を推進するよう

な標語を募集します。

▼応募資格 誰でも応募できますが、個人によるものと

します。応募作品は未発表の自作のものに限ります。

▼応募期限 ２月29日画（必着）

▼応募方法 はがき・電子メール・ファクスで、作品の

ほか住所・氏名・年齢・性別・電話番号を記入の上、

内閣府男女共同参画局総務課「標語募集係」までお送

りください。一人何作品でも応募できますが、１通に

つき１作品でお願いします。

《郵便》衣100崖8914東京都千代田区永田町１崖６崖１

《ファクス》03(3581)9566

《電子メール》内閣府男女共同参画局ホームページの

標語応募フォームをご利用ください。

（ホームページ）http://www.gender.go.jp

煙内閣府で審査し入賞作品（最優秀賞１・優秀賞２）を

決定します。入賞者には通知と記念品を送付します。

最優秀賞作品は、６月23日俄開催予定の「男女共同参

画社会づくりに向けての全国会議」で表彰します。

煙応募作品は、返却しません。

煙入賞作品の著作権は、内閣府に帰属します。

煙最優秀賞作品は、「男女共同参画週間」のポスターな

どに使用する予定です。

▼問い合わせ先 内閣府男女共同参画局総務課

緯03(3581)2022

平成20年度男女共同参画週間の標語を募集します

日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
民
事
ト
ラ
ブ
ル
に
出
会
う

こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
当
事

者
間
で
は
解
決
で
き
な
い
場
合
な
ど

に
は
、
簡
易
裁
判
所
の
民
事
手
続
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

簡
易
裁
判
所
は
全
国
４
３
８
カ
所

に
設
置
さ
れ
て
い
る
身
近
な
裁
判
所

で
す
。
簡
易
裁
判
所
の
民
事
手
続
の

中
で
も
一
般
市
民
の
人
た
ち
に
特
に

利
用
さ
れ
て
い
る
の
が
訴
訟
手
続
と

調
停
手
続
で
す
。

最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所
で
は
、
手

続
の
概
要
や
申
立
の
方
法
に
つ
い
て

の
説
明
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
簡
易
裁
判
所
に
は
、
自

分
で
簡
単
に
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
訴
状
や
調
停
申
立
書
の
定
型
用

紙
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
最
寄
り
の
簡
易
裁
判
所

桐
生
簡
易
裁
判
所

桐
生
市
相
生
町
２
倆
３
７
１
倆
５

緯

２
３
９
１

(53)

▼
問
い
合
わ
せ
先

前
橋
地
方
裁
判
所
事
務
局

緯
０
２
７
（
２
３
１
）
４
２
７
５

身
近
な
民
事
ト
ラ
ブ
ル

解
決
は
簡
易
裁
判
所
で
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市
役
所
の
臨
時
職
員
と
し
て
働
け

る
人
の
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
心

身
と
も
に
健
康
で
意
欲
の
あ
る
人
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
受
付

《
日
時
》
随
時
（
祝
日
を
除
く
月
曜

～
金
曜
日

午
前
９
時
～
午
後
４

時
）

《
場
所
》
市
役
所
笠
懸
・
大
間
々
・

東
各
庁
舎
総
務
課

▼
提
出
書
類

煙
臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
込
書

煙
資
格
な
ど
を
お
持
ち
の
人
は
、
証

明
す
る
書
類

煙
臨
時
職
員
雇
用
登
録
申
込
書
は
、

市
役
所
各
庁
舎
総
務
課
に
て
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
み
ど
り
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
m
i
d
o
r
i
.

g
u
n
m
a
.
j
p

▼
採
用

登
録
者
の
中
か
ら
業
務
の

必
要
に
応
じ
て
、
選
考
の
上
、
採

用
し
ま
す
。

▼
登
録
有
効
期
間

登
録
日
か
ら
１
年
間

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
職
員
係
（
笠
懸
庁
舎
）

緯

０
９
６
１

(76)

昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
る
桐

生
市
と
み
ど
り
市
の
文
化
協
会
加
盟

団
体
に
よ
る
展
示
と
舞
台
発
表
で

す
。
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

▼
主
催

桐
生
市
・
み
ど
り
市
文
化

協
会
連
合
会

【
展
示
部
門
】

▼
開
催
日
時

３
月

日
画
～

日
蚊

14

16

午
前

時
～
午
後
５
時

10

（
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
）

▼
会
場

黒
保
根
町
交
流
促
進
セ
ン

タ
ー
（
桐
生
市
黒
保
根
町
水
沼
５

４
９
倆
１

緯

３
１
３
３
）

(96)

【
舞
台
部
門
】

▼
開
催
日
時

３
月

日
蚊

16

午
後
０
時

分
～
３
時

30

（
開
場

正
午
）

▼
場
所

桐
生
市
立
中
央
公
民
館

市
民
ホ
ー
ル
（
桐
生
市
稲
荷
町
６

倆
２

緯

４
３
４
３
）

(47)

▼
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課
社
会
教
育
係
（
大
間
々
庁
舎
）

緯

９
８
４
６

(76)

煙
桐
生
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係

緯

１
１
１
１

(46)

（
内
線
６
５
２
）

臨
時
職
員
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

刈

侃

瓦

冠
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市と社会福祉協議会では、高齢者が外

出時の急病などの際に迅速な救護ができ

るように、氏名や連絡先などを記入でき

るＳＯＳカードを作成しました。外出時

に、身に着けたりかばんに入れたりなど

してお持ちください。

◎カードの制作には、市民の皆さんから

お寄せいただいた「地域歳末たすけあ

い募金」を活用させていただいていま

す。

▼申請方法 氏名や住所などを申し出て

ください。印鑑は必要ありません。ご

家族などによる代理申請もできます。

▼配布場所・問い合わせ先

《市役所》

煙介護高齢課高齢福祉係（笠懸庁舎）

緯(76)0974

煙大間々民生課福祉係（大間々庁舎）

緯(76)1846

煙東民生課福祉係（東庁舎）

緯(76)1847

《社会福祉協議会》

煙本所（笠懸）緯(76)4111

煙大間々支所 緯(72)4054

煙東支所 緯(97)2828

ＳＯＳカードを発行します

～外出時の万一のときのために～

桐
生
市
・
み
ど
り
市
文
化
祭

開
催
外急病などの救護の際は、市民の皆さんの

ご協力をお願いします
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市
で
は
、
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
な

ど
の
う
ち
、
人
工
透
析
な
ど
を
受
け

て
い
る
人
に
通
院
交
通
費
の
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

▼
対
象
者

次
の
茨
～
員
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

茨
市
内
に
居
住
し
て
い
る

芋
じ
ん
臓
機
能
障
害
ま
た
は
小
腸
機

能
障
害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る

鰯
人
工
透
析
、
中
心
静
脈
栄
養
法
、

経
腸
栄
養
法
い
ず
れ
か
の
医
療
の

給
付
を
受
け
て
い
る
（
入
院
期
間

は
除
く
）

允
前
年
分
の
所
得
税
年
額
が
、

３
２
，
４
０
０
円
以
下

（
所
得
が
未
申
告
の
場
合
、
所
得

税
が
確
認
で
き
な
い
の
で
交
付
決

定
で
き
ま
せ
ん
）

印
生
活
保
護
法
な
ど
、
ほ
か
の
法
令

に
よ
り
通
院
交
通
費
の
給
付
を
受

け
て
い
な
い

咽
医
療
機
関
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
受
け
て
い
な
い

員
み
ど
り
市
福
祉
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

次の方々から寄附がありました。

ありがとうございました。

煙立正佼成会 桐生教会…30,073円

煙笠懸グラウンドゴルフ協会…7,000円
煙関口安治さん…10,000円
煙連合群馬桐生地域協議会
…50,000円

あたたかい心

給
付
を
受
け
て
い
な
い

▼
補
助
額

①
と
②
の
い
ず
れ
か
少

な
い
方
の
額

①
自
家
用
自
動
車
に
よ
る
場
合
は
１

娃
あ
た
り

円
で
計
算
。
鉄
道
・

32

定
期
路
線
バ
ス
な
ど
に
よ
る
場
合

は
運
賃
の
額

②
通
院
距
離
（
往
復
）
に
応
じ
た
支

給
額

《
２
娃
以
上
～

娃
未
満
》

25

月
額
３
，
０
０
０
円

《

娃
以
上
～

娃
未
満
》

25

75

月
額
５
，
０
０
０
円

《

娃
以
上
》

75月
額
７
，
０
０
０
円

▼
申
請
受
付
お
よ
び
補
助
金
支
給
の

回
数

年
１
回

▼
受
付
期
間

３
月
３
日
俄
～
７
日
画

▼
受
付
場
所

煙
社
会
福
祉
課
（
笠
懸
庁
舎
）

煙
大
間
々
民
生
課
（
大
間
々
庁
舎
）

煙
東
民
生
課
（
東
庁
舎
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
７
５

(76)

じ
ん
臓
機
能
障
害
者
な
ど
へ
の
通
院
交
通
費
補
助
金
の
支
給
に
つ
い
て

４
月
に
市
立
の
小
・
中
学
校
へ
入

学
す
る
予
定
の
児
童
・
生
徒
お
よ
び

保
護
者
あ
て
に
、
入
学
指
定
校
や
入

学
式
の
日
程
な
ど
を
記
載
し
た
『
入

学
通
知
書
』
を
送
付
し
ま
し
た
。

市
立
の
小
・
中
学
校
へ
入
学
予
定

が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
、
学
校
教
育
課
学
事
係
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

煙
入
学
通
知
書
が
届
か
な
い

煙
入
学
通
知
書
の
記
載
内
容
に
誤
り

が
あ
る

煙
入
学
式
ま
で
に
転
居
・
転
出
の
予

定
が
あ
る

煙
国
立
、
県
立
、
私
立
な
ど
の
学
校

に
入
学
す
る

煙
障
害
や
病
弱
な
ど
の
理
由
で
、
入

学
先
の
変
更
ま
た
は
延
期
を
さ
せ

た
い

▼
問
い
合
わ
せ
先

学
校
教
育
課
学
事
係

（
大
間
々
庁
舎
）
緯

９
８
４
５

(76)

小
・
中
学
校
へ
の
新
入
学
に
つ
い
て

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成

年
19

度
か
ら
３
年
を
か
け
て
、
市
内
遺
跡

詳
細
分
布
調
査
を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
埋
蔵
文
化
財
包
蔵

地
（
遺
跡
）
の
正
確
な
範
囲
を
把
握

す
る
た
め
に
行
う
も
の
で
、
市
内
の

埋
蔵
文
化
財
保
護
の
基
礎
と
な
る
資

料
づ
く
り
に
活
用
さ
れ
ま
す
。
調
査

を
行
う
中
で
、
新
た
な
遺
跡
の
発
見

や
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
た
遺
跡
の
範
囲

縮
小
も
あ
り
得
ま
す
。
な
お
、
調
査

は
、
教
育
委
員
会
か
ら
委
嘱
を
受
け

た
調
査
員
が
行
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
１
月
下
旬
か
ら
東
町

地
区
の
全
地
域
を
対
象
に
、
農
地
や

山
林
な
ど
の
踏
査
を
行
い
ま
す
。
調

査
に
当
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
文
化

振
興
課
文
化
振
興
係
（
大
間
々
庁

舎
）
緯

９
８
４
７

(76)

市
内
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
に
ご
協
力
を

○
使
用
済
み
乾
電
池
を
回
収
し
ま
す

２
月

日
画
～

日
峨
、
笠
懸
の

22

26

各
地
区
公
民
館
に
回
収
容
器
を
置
い

て
お
き
ま
す
。

○
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
管
理

棚
の
有
無
に
関
係
な
く
、
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
清
掃
・
管
理
は
隣
保

班
・
隣
組
で
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
日
ご
ろ
の
衛
生
管
理
に
努
め

て
も
ら
う
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
平
成

年
度
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

20

３
月
下
旬
に
配
布
の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
８
５

(76)

生
活
環
境
課
か
ら
の

お
知
ら
せ
と
お
願
い



市
で
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
可
能

な
限
り
有
効
活
用
し
、
最
少
の
経
費

で
最
大
の
効
果
を
上
げ
、
市
民
参
加

型
の
行
政
運
営
が
推
進
で
き
る
よ

う
、
昨
年
度
か
ら
行
政
改
革
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

取
り
組
み
の
基
と
な
る
実
施
計
画

に
は

の
項
目
を
掲
げ
、
計
画
的
に

88

行
政
改
革
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
進
捗
状
況
や
、
行
政
改
革
懇
談

会
で
の
協
議
内
容
を
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
ご
利
用
い
た
だ
か
な
く
て

も
、
市
役
所
の
各
庁
舎
で
「
進
捗
状

況
」
や
「
懇
談
会
会
議
録
」
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お
気
軽

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
閲
覧
場
所

《
笠
懸
庁
舎
》
総
合
案
内
（
１
階
）

《
大
間
々
・
東
・
水
道
庁
舎
》

各
庁
舎
の
総
務
課
（
１
階
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
調
整
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

み
ど
り
市
の
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ

く
り
の
指
針
と
な
る
総
合
計
画
・
基

本
計
画
（
素
案
）
に
関
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

月

日
か
ら

11

16

月

日
ま
で
実
施
し
た
と
こ
ろ
、

12

17

２
人
の
方
か
ら

件
の
意
見
が
提
出

19

さ
れ
ま
し
た
（
※
期
限
後
、

月
12

28

日
ま
で
の
間
に

件
の
意
見
提
出
が

21

あ
り
ま
し
た
）
。

提
出
さ
れ
た
意
見
に
対
す
る
「
市

の
考
え
方
」
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ご
利

用
い
た
だ
か
な
く
て
も
、
市
役
所
の

各
庁
舎
で
「
市
の
考
え
方
」
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
の
で
、
窓
口
で
お
気
軽

に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

▼
閲
覧
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▼
閲
覧
場
所

《
笠
懸
庁
舎
》
総
合
案
内
（
１
階
）

《
大
間
々
・
東
・
水
道
庁
舎
》

各
庁
舎
の
総
務
課
（
１
階
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
政
策
調
整
係

（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
９
６
２

(76)

市
立
笠
懸
第

一
・
第
二
保
育

園
で
臨
時
保
育

士
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

▼
雇
用
条
件

煙
３
月

日
ま
で
勤
務
で
き
る
人

31

（
笠
懸
第
二
保
育
園
の
み
）

※
４
月
１
日
以
降
の
継
続
雇
用
の
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。

煙
４
月
１
日
～
平
成

年
３
月

日

21

31

ま
で
勤
務
で
き
る
人
（
笠
懸
第
一

保
育
園
・
第
二
保
育
園
）

▼
就
業
時
間
な
ど

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分

30

15

※
土
曜
日
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

※
延
長
保
育
な
ど
の
対
応
で
、
午
後

６
時

分
ま
で
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

15

ン
で
の
勤
務
も
あ
り
ま
す
。

▼
給
与

月
額
１
５
３
，
８
０
０
円

※
通
勤
手
当
は
自
宅
か
ら
の
距
離
に

応
じ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
賞
与
が
年
２
回
支
給
さ
れ
ま
す

（
支
給
月

６
月
・

月
）
。

12

▼
採
用
人
数

若
干
名

▼
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育

て
支
援
係
（
笠
懸
庁
舎
）
緯

０
(76)

９
９
５

平
成

年
度
の
取
組
状
況
の
公
表

18

み
ど
り
市
行
政
改
革

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果

公
表

み
ど
り
市
総
合
計
画
・
基
本
計
画（
素
案
）

恭
特
別
支
援
教
育
諸
学
校
児
童
生
徒

就
学
援
助
費

市
で
は
、
盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・

養
護
学
校
な
ど
の
特
別
支
援
教
育
諸

学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
や
生
徒

の
保
護
者
を
対
象
に
、
就
学
に
必
要

な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

次
の
要
領
で
、
期
日
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
支
給
金
額

×

月
額
２
千
円

本
年
度
在
籍
月
数

▼
提
出
書
類

所
定
の
申
請
書

※
申
請
書
は
、
担
当
窓
口
で
配
布
ま

た
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
提
出
方
法

煙
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

在
籍
学
校
長
の
在
籍
証
明
を
受
け

て
、
直
接
窓
口
に
お
持
ち
に
な
る

か
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

煙
初
め
て
の
人
は
振
込
先
の
記
載
も

お
願
い
し
ま
す
。

▼
申
請
期
限

３
月

日
画

必
着
（
厳
守
）

14

▼
申
請
書
配
付
・
提
出
・
問
い
合
わ

せ
先

学
校
教
育
課
学
事
係
（
大
間
々
庁

舎
）

衣
３
７
６
倆
０
１
９
２

み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
１
５

１
１

緯

９
８
４
５

(76)

保
育
士
さ
ん
を

募
集
し
て
い
ま
す

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す

盲
学
校
・
ろ
う
学
校
・
養
護
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
児
童
生
徒
の
保
護
者
へ

2008年（平成20年） ２月号 （16）



棟・階（戸数）間取り家賃(一般世帯）団地名

Ａ棟４階（３）３Ｋ
Ａ棟10,200円

～16,800円

塩原下ノ台団地

（大間々）

Ｂ棟２階（１）３ＤＫ
Ｂ棟12,100円

～32,000円

神梅第２団地

（大間々）

１階（１）※１３ＬＤＫ41,000円高街灯団地（東）

１階（１）２ＤＫ10,000円沢入団地（東）

（１）３Ｋ7,100円～11,700円中居団地（東）

（１）３Ｋ8,000円～13,200円下小池団地（東）

市営住宅入居者の募集
●申し込み・問い合わせ先 建設課住宅係（大間々庁舎）緯(76)1904

各団地とも入居予定日は、３月１日臥以降になります。

また、各団地とも申込多数の場合は抽選となります。締め切りは

毎週金曜日です。

※１ 高街灯団地は、特定優良賃貸住宅の基準により認定月額が

268,000円以上の世帯が対象となります。認定月額については、

ホームページをご覧になるか、またはお問い合わせください。

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

消防団は、火

災発生時の消火

活動や大規模災

害時の人命救

助、避難誘導な

どを行い、火災

予防の呼びかけなども行っています。

消防団員は、地域のボランティアの

人たちで構成され、市民の安全と安心

を守る役割を担っています。

市の消防団では、平成20年度の新入

団員を募集しています。心身ともに健

康で、地域への貢献を希望している人

の入団をお待ちしています。

▼問い合わせ先 総務課防災交通係

（笠懸庁舎）緯(76)0961

消防団員 募集中！

訓練中の消防団訓練中の消防団員員

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

生涯学習を実践・推進している関係者が、日ごろ

の活動と成果を発表し合うことで、生涯学習に関し

て、その重要性を認識するとともに、各団体相互の

理解と協力を深めながら推進していくために「生涯

学習大会」を開催します。

昨年11月に行われた「全国地芝居サミットｉｎぐ

んま・渋川」でも活躍した、小中学生10人で構成さ

れる渋川子ども歌舞伎による大人顔負けの公演も予

定しています。入場料は無料ですので、皆さん奮っ

てご参加ください。

▼日時 ２月24日蚊 午後２時30分開演

（終了予定 午後４時45分）

▼会場 ながめ余興場

▼内容

○教育委員会表彰

○実践発表（生涯学習団体発表）

煙大間々町第11区

煙東町小夜戸小正月飾り保存会

○記念公演 絵本太功記 十段目 尼ヶ崎庵室の場

《出演》 渋川子ども歌舞伎

▼問い合わせ先

社会教育課社会教育係（大間々庁舎）緯(76)9846

すくすく育って、若さはつらつ、

人生大いにかがやいて、いきいきすごしましょう！

恭記念公演

渋川子ども歌舞伎

絵本太功記
え ほ ん た い こ う き

十段目
じゅうだんめ

尼ヶ崎庵室の場
あ ま が さ き あ ん じ つ の ば
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第２回みどり市生涯学習大会第２回みどり市生涯学習大会
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▼
講
師

桐
生
市
消
防
本
部

笠
懸

分
署
署
員

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
方
法

２
月

日
牙
～

日

21

28

牙
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
来
館
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
私
も
一
日
図
書
館
員
】

利
用
し
や
す
い
図
書
館
に
す
る
に

は
？

図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
、

あ
な
た
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

３
月

日
峨

18

午
前
８
時

分
～

時

分

30

11

30

▼
定
員

若
干
名

▼
対
象

高
校
生
以
上

▼
申
込
方
法

３
月
４
日
峨
～

日
11

峨
の
間
に
、
電
話
ま
た
は
来
館
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
読
み
聞
か
せ
】

◎
あ
し
の
会

お
は
な
し
だ
い
す
き

２
月

日
牙

午
後
３
時
～

14

◎
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

絵
本
と
あ
そ
ぼ

毎
週
木
曜
日

午
前

時
～

11

【
今
月
の
予
定
】

◎
図
書
館
の
裏
技
講
座

２
月
７
日
牙

午
前

時
～

10

◎
笠
老
連
映
画
会

２
月
８
日
画

午
後
１
時

分
～

30

◎
図
書
館
名
画
座

２
月

日
蚊

午
後
２
時
～

10

◎
子
ど
も
映
画
劇
場

２
月

日
臥

午
後
２
時
～

16

【
大
活
字
本
の
紹
介
】

大
型
活
字
（

ポ
イ
ン

22

ト
・
ゴ
シ
ッ
ク
体
／
太
教

科
書
体
※
下
枠
内
参
照
）

を
使
用
し
た
目
に
や
さ
し
い
本
を
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
話
題
作
が
大
き

な
活
字
で
読
み
や
す
く
好
評
で
す
。

ま
た
ロ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
（
低
視
力
）
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
に
も
た
め
に
な

る
本
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
１
枚

の
利
用
券
で
３
図
書
施
設
ど
こ
で

も
、
貸
出
・
予
約
・
返
却
が
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
視
聴
覚
資
料
の
リ
ス
ト
】

Ｃ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
所
蔵

リ
ス
ト
を
用
意
し
ま
し
た
。
パ
ソ
コ

ン
で
の
資
料
検
索
が
に
が
て
な
人
は

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

【
救
急
講
習
】

倆
本
の
森
の
生
活
に
役
立
つ
講
座

パ
ー
ト
１
倆

救
命
手
当
て
の
流
れ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
用

方
法
を
一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時

３
月
６
日
牙
午
前

時
～

10

▼
会
場

第
１
集
会
室

▼
定
員

人
20

笠
懸
図
書
館

第
６
回
こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
劇
場

（
ご
ん
ぎ
つ
ね
、
わ
ら
し
べ
ち
ょ

う
じ
ゃ
、
三
枚
の
お
札
）

（
上
映
時
間

分
）

45

【
読
み
聞
か
せ
】

◎
わ
ら
べ
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ

大
型
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
で
楽
し

い
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

毎
週
土
曜
日

午
前

時
～

11

【
読
み
聞
か
せ
】

気
軽
に
親
子
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

２
月
８
日
画
・

日
画
、

22３
月

日
画
・

日
画

14

28

午
後
４
時

分
～
５
時

15

【
第

回
Ｉ
Ｔ
講
習
会
】

11～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
～

平
成

年
度
最
後
の
Ｉ
Ｔ
講
習
会

19

で
す
。
マ
ウ
ス
操
作
や
文
字
入
力
が

で
き
る
市
内
在
住
の
人
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
に
初
め
て
受
講
さ

れ
る
人
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

３
月
４
日
峨
～
７
日
画

午
後
１
時

分
～
４
時

分

30

30

▼
会
場

２
階

第
３
会
議
室

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

20

▼
内
容

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
、

お
気
に
入
り
の
登
録
、
電
子
メ
ー

ル
の
送
受
信
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

つ
い
て

▼
参
加
料

無
料

▼
テ
キ
ス
ト
代

１
，
０
０
０
円

▼
駐
車
場

は
ね
た
き
橋
駐
車
場

か
、
な
が
め
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
受
付
開
始

２
月

日
我

20

午
前
８
時

分
～
（
電
話
で
）

30

【
映
画
会
を
開
催
し
ま
す
】

◎
２
月

日
臥

午
後
２
時
～

23

「
サ
ウ
ラ
ビ
」
（
韓
国
映
画
）
、

《
出
演
》
榎
木
孝
明
ほ
か

（
上
映
時
間

分
）

99

◎
３
月
８
日
臥

午
後
２
時
～

笠笠
懸
図
書

笠
懸
図
書
館館

大大
間間
々
図
書

々
図
書
館館

◎
毎
週
月
曜
日
、
２
月

日
画

29

東
公
東
公
民民
館
図
書

館
図
書
室室

◎
毎
週
月
曜
日

休休

館館

日日

大
間
々
図
書
館

東
公
民
館
図
書
室

あ
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身近で親しまれ愛されるみんなの文化ホール

Ｅメール bunkahooru@city.midori.gunma.jpＥメール bunkahooru@city.midori.gunma.jp

『柄本明ひとり芝居』と

『小さな家と五人の紳士』

日時 2月29日(金) 午後7時開演

ᚸႆ٥ɶڤ

●第2部 柄本明ひとり芝居
『煙草の害について』

●第1部 劇団東京乾電池
『小さな家と五人の紳士』

笠懸いずみ保育園 第７回生活発表会
笠懸いずみ保育園 緯(76)5511

２/９(土)
午前９時45分

花桐生法人会笠懸支部 地域貢献事業
「桐生女子高等学校管弦楽部演奏会」
笠懸町商工会 緯(76)2507
入場無料（要 整理券）

２/10(日)
午後１時30分

交通安全大会
群馬県交通政策課 緯027(226)2388

２/14(木)
午後２時

笠懸中学校３年生を送る会
笠懸中学校 緯(76)2011

２/20(水)
午後１時20分

笠懸北保育園発表会
～ふれあい交流会～
笠懸北保育園 緯(76)6508

２/23(土)
午前10時

笠懸南中学校３年生を送る会
笠懸南中学校 緯(76)6211

２/28(木)
午後１時

○文化ホールは、催物のほかにもレコーディングや演奏

練習など、毎月多くの方にご利用いただいています。

施設の利用申込状況については、お問い合わせくださ

い。

○市外のホール・会館などの催物のチケットも取り扱っ

ていますので、詳しくはお問い合わせください。

渡辺真知子・国府弘子
おしゃべりコンサート

日時 3月15日(土)午後6時30分開演

ᚸႆ٥ɶڤ

抜群の歌唱力を誇るアーティスト渡辺真知子

と、人気ジャズピアニスト国府弘子による夢のコ

ラボレーション。

●料金 全席指定 前売3,500円（当日4,000円)

※未就学児の入場はご遠慮ください。

●予定曲目 「アメイジンググレイス」「かもめが

翔んだ日」「ラプソディー・イン・ブルー」（ピ

アノソロ）ほか

第23回子どものためのコンサート

打楽器集団 男群コンサート
日時 2月11日(月・祝)午後2時開演

ᚸႆ٥ɶڤ

親子で気軽に楽しめるコンサートです。心躍る

リズムと美しいメロディをお楽しみください。

●料金 全席自由 500円（３歳未満ひざ上無料)

●主催 子どものためのコンサート実行委員会、

みどり市教育委員会、笠懸野文化ホール

●予定曲目

《１部》彩より「夜桜」、リバーダンスより「太陽

を巡るリール」「キャスリーン伯爵夫人」／妖精

の女たち」「リバーダンス」ほか

《２部》「マンボメドレー」「エルクンバンチェ

ロ」「花祭り・コンドルは飛んでいく」「ロック

トラップ」ほか

●料金 全席指定 前売3,500円（当日4,000円）

※未就学児の入場はご遠慮ください。

国府弘国府弘子子渡辺真知渡辺真知子子



緯(76)1701 思(76)1703
E-mail iwajukuhaku@city.midori.gunma.jp
URL http://www.city.midori.gunma.jp/iwajuku/
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煙日時

３月30日蚊

午前10時～午後２時

（小雨決行）

煙会場

岩宿博物館 岩宿

人広場

煙主な催し物

○石器作り

○まが玉作り

○弓矢･ヤリ投げ

○古代米のもちつき

○土器･土鈴・土笛

の焼き上げ

○古代の売店など

企画展と共通テーマです。企画展の展示から雰囲

気を、郷土史講座から内容を学習してください。

恭第１講 「足尾銅山の光と影

崖足尾銅山から環境を考える崖」

講師 小野崎敏氏（日鉄鉱業珂名誉顧問）

日時 ２月10日蚊 午後１時30分～

恭第２講 「東毛地域の鉱物生産について」

講師 藤井光男氏（桐生市教育委員会）

日時 ２月24日蚊 午後１時30分～

恭第３講 「古代群馬の鉄生産」

講師 笹澤泰史 氏

（群馬県埋蔵文化財調査事業団）

日時 ３月２日蚊 午後１時30分～

《会場》岩宿博物館 体験学習室

《受講料》一般2,000円 友の会会員1,500円

※単独受講の場合は各講義1,000円

岩宿ムラ祭り

この企画展では、みどり市周辺の鉄・銅・マンガ

ンなどの鉱業関連遺跡を通して、かつて盛況をなし

た鉱業に視点を当て、この地域の歴史的特徴につい

て考えていきます。

■展示物紹介

今回の展示では、実物展示以外にも写真パネルを

多用した展示となっています。足尾銅山の近代化に

貢献した近代技術・施設の様子、世界遺産登録運動

の核となっている産業遺産などを多く紹介していま

す。史跡見学会も足尾の産業遺産を中心に研修する

予定です。

■展示解説会

２月９日～３月８日までの各土曜日 午後２時～

（企画展示室で学芸員が行います）

第45回企画展

「みどり市周辺の鉱業遺産 －鉄・銅・マンガンの生産と技術－」

郷土史講郷土史講座座

みどり市周辺の鉱業遺産
－鉄・銅・マンガンの生産と技術－

《足尾銅山の光と影》

明治10（1877）年、足尾

銅山は、古河市兵衛による

銅山経営の中で、近代化が

積極的に推進され、最先端

の技術が導入されました。

しかし、鉱毒などの被害も進み、その対策でも先駆

的技術が開発・導入されました。日本における急速

な産業化の一例であると同時に、初めて社会問題化

した公害とその対策の歴史でもありました。

現在の足尾銅山は、鉱毒など負の遺産のイメージ

から脱し、日本の近代化を推進した点や煙害除去・

廃水浄化など公害対策を先駆的に模索した点を評価

し世界文化遺産候補として名乗りを挙げています。

《開催期間》好評開催中外 ３月９日(日)まで《会場》企画展示室

足尾銅山の製錬所足尾銅山の製錬所跡跡

▲昨年の岩宿ムラ祭り

まが玉作まが玉作りり

弓弓矢矢



（21） 広報みどり 呉23

赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
離
乳
食
は
こ

れ
か
ら
の
食
事
の
大
切
な
基
礎
に
な

り
ま
す
。
離
乳
食
に
悩
ん
で
い
る
お

母
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
始

め
る
人
も
参
加
で
き
ま
す
。

▼
期
日

３
月
５
日
我

▼
時
間

午
後
１
時

分
～
３
時

30

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

▼
申
込
期
間

２
月

日
我
～

日
画

20

29

▼
会
場

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

３
～

カ
月
の
赤
ち
ゃ
ん

10

の
い
る
保
護
者

▼
費
用

無
料

▼
申
込
先

笠
懸
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
定
員

人
（
先
着
順
）

15

▼
持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
手
ふ
き
用
タ
オ

ル
、
そ
の
ほ
か
赤
ち
ゃ
ん
に
必
要

な
物
（
オ
ム
ツ
、
ミ
ル
ク
な
ど
）

赤
ち
ゃ
ん
は
保
育
士
さ
ん
、
母

子
保
健
推
進
員
さ
ん
が
み
て
く
れ

ま
す
が
、
念
の
た
め
、
お
ぶ
い
ひ

も
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
会
場

▼
受
付
時
間

午
後
１
時

分
～
２
時

15

▼
持
参
す
る
物

母
子
手
帳
と
予
診
票

※
会
場
で
も
体
温
を
測
り
ま
す
が
、

当
日
の
朝
の
体
温
を
測
り
予
診
票
に

記
入
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
『
予
防
接
種
と
子
ど
も
の

健
康
』
を
よ
く
読
ん
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

【
母
親
学
級
】

毅
１
日
目
…
３
月
６
日
牙

午
後
１

時

分
～
３
時

分

30

30

妊
娠
中
の
健
康
管
理
・
出
産
準

備
、
母
乳
育
児
の
す
す
め

毅
２
日
目
…
３
月

日
画

午
前

14

10

時
～
午
後
２
時

分
30

妊
娠
中
の
栄
養
・
調
理
実
習
、
歯

の
健
康

【
両
親
学
級
】

毅
３
日
目
…
３
月

日
臥

午
後
１

22

時

分
～
３
時

分

30

30

お
産
の
経
過
と
安
産
体
操
、
子
育

て
と
家
族
の
役
割

毅
４
日
目
…
３
月

日
画

午
後
７

28

時
～
９
時

赤
ち
ゃ
ん
の
特
徴
と
お
風
呂
の
入

れ
方
、
妊
婦
擬
似
体
験

▼
会
場

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

平
成

年
６
～
７
月
に
出

20

産
予
定
の
人

▼
持
参
す
る
物

母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

※
３
月

日
画
は
、
エ
プ
ロ
ン
、
三

14

角
巾
、
昼
食
代
３
０
０
円
、
歯
ブ
ラ

シ
、
手
鏡

▼
申
込
先

大
間
々
保
健
セ
ン
タ
ー

市
で
は
、

子
育
て
の
不

安
や
悩
み
を

解
消
し
、
健

や
か
な
子
育

て
を
応
援
す

る
た
め
、
保
健
師
や
助
産
師
が
赤

ち
ゃ
ん
の
誕
生
し
た
家
庭
を
訪
問
し

て
い
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
生
後

２
カ
月
以
内
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の

お
母
さ
ん

内
容

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
の
健

康
状
態
の
確
認
、
体
重
測
定
、
予

防
接
種
の
説
明
と
予
診
票
配
布
、

母
子
保
健
や
子
育
て
支
援
に
関
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
、
子
育
て
や

産
後
の
生
活
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど訪
問
は
、
出
生
届
の
際
に
提
出
す

る
出
生
連
絡
票
を
も
と
に
、
事
前
に

連
絡
の
上
行
い
ま
す
。
出
生
連
絡
票

は
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
各
地
区
に
は
保
健
セ
ン

タ
ー
と
皆
さ
ん
の
パ
イ
プ
役
と
し
て

母
子
保
健
推
進
員
も
い
ま
す
。
身
近

な
相
談
相
手
と
し
て
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
健
康
や
福
祉
に
関
し
て

の
知
識
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
考
え
体

験
し
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
第

１
回
み
ど
り
市
健
康
福
祉
ま
つ
り
」

を
開
催
し
ま
す
。

詳
細
は
、
広
報
３
月
号
な
ど
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

期
日

３
月

日
蚊

23

時
間

午
前
９
時

分
～
午
後
３
時

30

会
場

笠
懸
公
民
館
、
笠
懸
野
文
化

ホ
ー
ル

共
催

み
ど
り
市
社
会
福
祉
協
議
会

健
康
福
祉
ま
つ
り
を
開
催

東大間々笠懸健康相談（成人）

2/18俄
2/20我
3/5我

2/13我日 程

○○○保健師相談

内

容

○○栄養士相談

○○○歯科衛生士相談

2/21牙
要予約

精神相談

東大間々笠懸乳幼児相談

3/3俄
2/13我
2/27我

2/20我日 程

○○○保健師相談

内

容

○○○栄養士相談
○○歯科衛生士相談
要予約要予約助産師相談

2/27我
要予約

心理相談

○○遊びの広場

健
康
相
談
の
日
程

▼
受
付

午
前
９
時

分
～

時

30

11

母
親
学
級
・
両
親
学
級

２
・
３
月
の
予
防
接
種

BCG

笠
懸
保
健

セ
ン
タ
ー

３
／

我
12

大
間
々
保
健

セ
ン
タ
ー

２
／

我
13

離
乳
食
指
導（
実
習
編
）

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
事
業
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自
衛
官
急
募

恭
２
等
陸
士
・
２
等
海
士
・
２
等
空

士
▼
応
募
資
格

歳
以
上

歳
未
満

18

27

の
男
子
（
昭
和

年
４
月
２
日
～

57

平
成
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

▼
身
分

特
別
職
国
家
公
務
員

▼
初
任
給

１
５
７
，
５
０
０
円

（
職
歴
・
学
歴
に
よ
り
優
遇
）

▼
賞
与

２
回
４
・
５
カ
月

▼
任
期
制

《
陸
上
自
衛
官
》
１
任
期
２
年

《
海
上
、
航
空
自
衛
官
》

１
任
期
３
年

▼
特
例
退
職
金
手
当（
１
任
期
）

《
陸
上
自
衛
官
》

５
９
８
，
６
６
７
円

《
海
上
、
航
空
自
衛
官
》

９
３
６
，
４
９
９
円

※
任
期
満
了
後
、
継
続
任
用
制
度
あ

り
▼
福
利
厚
生

食
事
・
一
部
の
被
服
・
寝
具
に
つ

い
て
は
支
給
ま
た
は
貸
与

▼
休
日
休
暇

土
・
日
曜
日
・
祝

日
、
年
次
休
暇
１
年
に
つ
き
24

日
、
そ
の
ほ
か
特
別
休
暇
あ
り

▼
試
験
日

２
月

日
俄
・

日

11

23

臥
、
３
月
８
日
臥

※
受
付
は
試
験
日
の
前
日
ま
で

▼
試
験
会
場

相
馬
原
駐
屯
地
ま
た

は
新
町
駐
屯
地

▼
試
験
科
目

筆
記
・
口
述
試
験
、

作
文
、
適
性
検
査
、
身
体
検
査

▼
採
用
月

３
月
下
旬

※
来
年
度
の
募
集
種
目
と
し
て
、
幹

部
候
補
生
・
一
般
曹
候
補
生
・
看

護
学
生
・
航
空
学
生
・
一
般
自
衛

官
な
ど
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

自

衛
隊
群
馬
地
方
協
力
本
部
太
田
出

張
所

緯
０
２
７
６

５
５
６
３

(45)

恭
平
成

年
度
訓
練
生

20

勤
労
者
で
技
術
の
向
上
を
目
指
す

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
学
科

○
木
造
建
築
科

《
内
容
》
木
造
家
屋
建
築
の
基
本
技

能
か
ら
専
門
技
能
ま
で
の
習
得

《
期
間
》
４
月
か
ら
３
年
間

（
週
２
回

水
・
金
曜
日
）

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
40

《
定
員
》
５
人

《
受
講
料
》
年
額
４
０
，
０
０
０
円

《
申
込
期
限
》
２
月

日
画

29

○
建
築
設
計
科

《
内
容
》
建
築
設
計
の
基
本
（
学

科
・
実
技
）
、
専
門
技
能
の
習
得

《
期
間
》
４
月
か
ら
２
年
間

（
週
３
回

火
・
水
・
金
曜
日
）

《
時
間
》
午
後
７
時
～

時
10

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
年
額
４
６
，
０
０
０
円

《
申
込
期
限
》
２
月

日
画

29

○
パ
ソ
コ
ン
科

煙
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

《
内
容
》
ワ
ー
ド
を
利
用
し
た
文
書

作
成
の
ほ
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
方
法
な
ど

《
期
間
》
４
月
～
８
月
（
週
２
回

火
・
木
曜
日
）
全

回
36

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
40

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
４
６
，
０
０
０
円

煙
ア
ク
セ
ス
基
礎
コ
ー
ス

《
内
容
》
ア
ク
セ
ス
を
利
用
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
の
仕
方
、

利
用
方
法

《
期
間
》
４
月
～
６
月
（
週
２
回

水
・
金
曜
日
）
全

回
16

《
時
間
》
午
後
７
時
～
９
時

分
15

《
定
員
》

人
10

《
受
講
料
》
２
５
，
０
０
０
円

《
申
込
期
限
》

両
コ
ー
ス
と
も
３
月

日
画

28

◎
パ
ソ
コ
ン
科
で
は
、
エ
ク
セ
ル
・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
・
パ
ソ
コ
ン

入
門
な
ど
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

煙
み
ど
り
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

緯

６
０
１
１
（
午
後
１
時
～
）

(73)

煙
市
役
所
商
工
振
興
課
（
大
間
々
庁

舎
）
緯

１
９
３
８

(76)

恭
サ
ケ
の
子
ど
も
た
ち
、

か
な
ら
ず
帰
っ
て
き
て
ね
外

「
わ
た
ら
せ
川
に

サ
ケ
を
放
流
し
よ
う
」

サ
ケ
の
一
生
に
つ
い
て
の
お
話
を

聞
い
た
後
に
、
渡
良
瀬
川
に
サ
ケ
の

稚
魚
を
放
流
。
３
～
４
年
後
に
サ
ケ

の
子
ど
も
た
ち
は
帰
っ
て
き
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
み
に
待
っ
て
て
ね
。

▼
日
時

３
月
８
日
臥

み
ど
り
市
高
等

職
業
訓
練
校
訓
練
生

わ
た
ら
せ
探
検
隊

体
験
教
室
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午
後
１
時

分
（
約

分
）

30

90

※
荒
天
予
備
日

３
月
９
日
蚊

▼
対
象

小
学
１
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
参
加
費

無
料

▼
定
員

先
着

組
（
２
月

日
蚊

50

10

午
前
９
時

分
～
受
付
開
始
）

30

※
体
験
教
室
の
内
容
が
一
部
変
更
に

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

わ
た
ら
せ

川
の
ふ
れ
あ
い
館

（
渡
良
瀬
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
３

階
）
緯
０
２
８
４

３
０
０
１

(44)

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

国
有
林
の
管
理
経
営
に
皆
さ
ん
の

声
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
平
成

年
20

度
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
内
容

意
見
や
提
言
、
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答
な
ど

▼
申
込
方
法

関
東
森
林
管
理
局

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

《
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
》

.

k
a
n
t
o
.
k
o
k
u
y
u
r
i
n
.
g
o
.
j
p

▼
問
い
合
わ
せ
先

林
野
庁
関
東
森

林
管
理
局
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当

緯
０
２
７
（
２
１
０
）
１
１
５
０

総
務
省
で
は
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
意
見
や
要
望
を
募
る
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
内
容

○
年
２
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
全

員
・
謝
礼
金
支
給
）

○
年
１
回
の
会
議
へ
の
出
席
（
一
部

の
人
で
、
別
途
謝
礼
金
を
支
給
）

▼
応
募
資
格

関
東
甲
地
域
在
住
の

電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
電

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
心
の
あ
る

満

歳
以
上
の
人
（
総
務
省
お
よ

20
び
電
気
通
信
事
業
関
連
企
業
に
勤

務
経
験
の
あ
る
人
と
そ
の
家
族
は

除
く
）

▼
任
期

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

▼
応
募
方
法

は
が
き
・
封
書
・

フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
表
題

に
「
モ
ニ
タ
ー
希
望
」
と
記
入
の

上
、
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話
番

号
・
氏
名
・
フ
リ
ガ
ナ
・
性
別
・

年
齢
・
職
業
・
応
募
の
動
機
、
Ｅ

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
任
意
）
を
記

入
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
関
係
の
目

的
以
外
に
は
、
使
用
し
ま
せ
ん
。

▼
募
集
期
限

２
月

日
俄

消
印

25

有
効

▼
選
考
通
知

採
用
さ
れ
た
人
に
は

そ
の
旨
を
３
月
末
ま
で
に
委
嘱
状

の
送
付
と
合
わ
せ
通
知
し
ま
す
。

不
採
用
の
人
に
は
通
知
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
先

《
郵
便
》
衣
１
０
２
倆
８
７
９
５

東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
１
倆
２

倆
１

九
段
第
３
合
同
庁
舎

階
23

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
情
報
通

信
部
電
気
通
信
事
業
課

電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
応
募
係

《
フ
ァ
ク
ス
》

０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
９
８

m
o
n
i
t
o
r
-
k
a
n
t
o

《
Ｅ
メ
ー
ル
》

@

R
b
t
.
s
o
u
m
u
.
g
o
.
j
p

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
情
報
通

信
部
電
気
通
信
事
業
課
モ
ニ
タ
ー

担
当

緯
０
３
（
６
２
３
８
）
１
６
７
６

苛
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所

石
油
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
総
務
省

が
承
認
す
る
統
計
調
査
と
し
て
、
家

庭
で
使
用
す
る
灯
油
と
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
利
用
状
況
な
ど
の
調
査
モ
ニ

タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
調
査
内
容

①
月
別
の
使
用
量
、
金
額

②
利
用
環
境
（
例

家
族
人
数
）
な

ど
基
礎
事
項

▼
期
間

４
月
～
平
成

年
３
月
ま

21

で
（
回
答
は
半
年
ご
と
で
２
回
）

▼
謝
礼

図
書
カ
ー
ド
２
千
円
分

▼
対
象
・
募
集
数

灯
油
ま
た
は
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
利
用
の
１
万
世
帯

▼
応
募
方
法

①
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
o
i
l
-
n
f
o
.
i
e
e
j
.
o
r
.
j
p

②
フ
ァ
ク
ス

「
灯
プ
ロ
モ
ニ
タ
ー

希
望
」
と
明
記
の
上
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
使
用
し
て
い
る

燃
料
〔
形
灯
油

穴
プ
ロ
パ
ン

警
灯
油
・
プ
ロ
パ
ン
両
方
〕
を
記

入
し
て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

胃
０
３
（
３
５
３
４
）
７
４
２
２

▼
問
い
合
わ
せ
先

苛
日
本
エ
ネ
ル

ギ
ー
経
済
研
究
所
石
油
情
報
セ
ン

タ
ー
（
担
当

大
塚
、
古
藤
）

緯
０
３
（
３
５
３
４
）
７
４
１
１

開
幕
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者

▼
期
日

３
月

日
臥

29

▼
目
的
地

全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま

フ
ェ
ア
前
橋
総
合
会
場
…
前
橋
公

園
、
同
フ
ェ
ア
伊
勢
崎
テ
ー
マ
会

場
…
波
志
江
沼
環
境
ふ
れ
あ
い
公

園
、
日
本
七
社
…
冠
稲
荷
神
社

（
太
田
市
）

▼
最
寄
り
の
集
合
場
所
・
時
間

県
桐
生
合
同
庁
舎
（
桐
生
市
相
生

町
）
・
午
前
７
時

分
30

▼
定
員

人
（
定
員
を
超
え
た
場

80

合
は
抽
選
。
小
学
生
以
下
は
保
護

者
同
伴
）

▼
参
加
費

無
料
※
昼
食
自
己
負
担

▼
申
込
期
限

３
月
５
日
我

▼
参
加
当
否

３
月

日
画
ま
で
に

14

当
選
者
の
み
郵
送
で
連
絡

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

太
田
土
木
事
務
所

緯
０
２
７
６

２
３
４
５

(32)

全
国
都
市
緑
化

ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

灯
油
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

消
費
者
モ
ニ
タ
ー
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ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
団
員

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
で
は
、
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
野
外
活
動
を
し

た
り
、
ほ
か
の
地
域
の
ス
カ
ウ
ト
と

友
だ
ち
に
な
っ
た
り
す
る
な
ど
、
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

▼
問
い
合
わ
せ
先

《
笠
懸
》
近
藤

緯

１
３
４
２

(76)

《
大
間
々
》
永
島

緯
０
９
０
（
７

１
９
３
）
４
６
１
２

放
送
大
学
４
月
入
学
生

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
放
送
な
ど

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
入
学
希
望
者
は
詳
し
い
資
料
を

無
料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
限

２
月

日
画

29

▼
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

放
送
大
学
群
馬
学
習
セ
ン
タ
ー

（
担
当

板
橋
）

衣
３
７
１
倆
０
０
３
２

前
橋
市
若
宮
町
１
倆

倆
２

13

緯
０
２
７
（
２
３
０
）
１
０
８
５

桐
生
専
門
店
会
商
品
券

協
同
組
合
桐
生
専
門
店
会
の
業
務

停
止
に
伴
い
、
使
用
で
き
な
く
な
っ

た
同
組
合
発
行
の
商
品
券
を
お
持
ち

の
人
は
、
同
組
合
が
供
託
し
た
発
行

保
証
金
か
ら
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
還
付
希
望
者
は
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

◎
期
限
の
表
示
の
あ
る
商
品
券
は
還

付
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん

▼
申
出
受
付
期
限

３
月

日
俄

31

▼
送
付
・
照
会
先

《
郵
送
》
衣
３
３
０
倆
９
７
１
６

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
中
央
区
新
都

心
１
倆
１

さ
い
た
ま
新
都
心
合

同
庁
舎
１
号
館

関
東
財
務
局

理
財
部

金
融
監
督
第
５
課

《
窓
口
受
付
》
関
東
財
務
局
前
橋
財

務
事
務
所
理
財
課

（
前
橋
市
大
手
町
２
倆

倆
５
）

10

※
受
付
時
間

午
前
９
時
～
午
後
５

時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く
）

▼
現
地
で
の
申
出
受
付

《
受
付
場
所
》
桐
生
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー

１
階
第
１
ホ
ー

ル
（
桐
生
市
織
姫
町
２
倆
５
）

《
受
付
期
間
》
２
月

日
牙
～
３
月

28

１
日
臥

午
前

時
～
午
後
４
時

10

※
申
出
に
は
所
定
の
申
出
書
、
商
品

券
な
ど
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は

照
会
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
注
意
事
項

茨
申
出
受
付
期
間
経
過
後
の
受
付

は
、
一
切
で
き
ま
せ
ん
。

芋
発
行
保
証
金
か
ら
の
還
付
は
、
申

出
金
額
未
満
と
な
り
ま
す
。

①
同
組
合
が
供
託
し
た
発
行
保
証
金

の
範
囲
内
で
還
付
し
ま
す
。

②
還
付
手
続
き
に
必
要
な
官
報
公
示

費
用
な
ど
は
、
法
令
に
よ
り
還
付

を
受
け
る
人
た
ち
の
負
担
と
な
り

ま
す
の
で
、
こ
の
費
用
差
引
後
の

金
額
が
最
終
的
に
受
け
取
る
金
額

（
還
付
金
額
）
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

関
東
財
務
局

理
財
部
金
融
監
督
第
５
課

緯
０
４
８
（
６
０
０
）
１
１
５
２

ま
た
は
関
東
財
務
局
前
橋
財
務
事

務
所
理
財
課

緯
０
２
７
（
２
２
１
）
４
４
９
１

桐
生
広
域
物
産
ま
つ
り

桐
生
広
域
の
各
種
物
産
品
の
ほ
か

茨
城
県
日
立
市
や
徳
島
県
鳴
門
市
の

物
産
品
・
山
海
の
特
産
物
を
展
示
即

売
し
ま
す
。
豪
華
景
品
が
当
た
る
大

抽
選
会
や
楽
し
い
企
画
・
イ
ベ
ン
ト

も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月

日
臥
・

日
蚊

23

24

午
前

時
～
午
後
４
時

10

▼
会
場

桐
生
市
市
民
文
化
会
館

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
お
よ
び
広
場

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
市
産
業
振
興
課
商
業
振
興
係

緯

１
１
１
１
（
内
線
５
６
３
）

(46)

【
同
時
開
催
】

恭
第

回
桐
生
市
特
産
物
展
示
会

46
特
産
物
展
示
や
野
菜
の
直
売
や
家

庭
菜
園
の
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

煙
新
鮮
野
菜
直
売

午
前

時
～

10

煙
家
庭
菜
園
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
設
置

午
後
１
時
～
４
時

煙
展
示
品
即
売

日

午
後
１
時

分
～

24

30

※
直
売
な
ど
は
売
切
次
第
終
了
で
す

▼
会
場

桐
生
市
市
民
文
化
会
館

第
１
・
第
２
会
議
研
修
室

▼
問
い
合
わ
せ
先

桐
生
市
農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

緯

１
１
１
１
（
内
線
５
６
９
）

(46)
こ
こ
ろ
の
相
談

こ
こ
ろ
の
病
気
や
不
安
・
悩
み
を

も
っ
て
い
る
人
で
、
平
日
は
仕
事
な

ど
で
相
談
が
で
き
な
い
人
に
、
精
神

科
医
師
・
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
無

料
で
電
話
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
日
時

２
月

日
蚊

17

午
前

時
～
午
後
３
時

10

▼
専
用
電
話

緯
０
２
７
（
２
９
０
）
２
９
２
０

▼
問
い
合
わ
せ
先

群
馬
県
精
神
保

健
福
祉
協
会
（
群
馬
県
こ
こ
ろ
の

健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

緯
０
２
７
（
２
６
３
）
１
１
６
６

南公園梅まつり

２月９日(土)～３月９日(日)

桐生市通信

南公園にある645本の紅梅・白梅をお楽しみください。

期間中の３月２日(日) 午前10時から、梅林前芝生広場

ではスイセンの苗と梅干（先着200人）を、南公園駐車場で

はたい肥（先着300人）をプレゼントします。

猿問い合わせ先 南公園管理事務所 緯(52)3456

このコーナーでは、桐生市との交流事業の一環で、

桐生市からのお知らせを掲載しています。



父
の
日
作
文

笠
懸
中
学
校
１
年森

下
翔
也
さ
ん

僕
は
、
作
文
を
書
く
の
は
、
大
嫌

い
で
す
。

で
も
、
な
ぜ
父
の
日
作
文
を
書
こ

う
と
思
っ
た
の
か
は
、
お
父
さ
ん
に

感
謝
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
な
ぜ
お

父
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
か
と
言
う

と
、
お
も
ち
ゃ
屋
な
ど
に
行
っ
た
と

き
、
「
あ
っ
こ
れ
ほ
し
い
。
」
な
ど

と
言
う
と
、
お
金
を
く
れ
た
り
し
ま

す
。
そ
れ
も
何
回
も
。
「
お
金
が
な

く
な
っ
ち
ゃ
う
よ
。
」
と
言
い
な
が

ら
も
、
お
金
を
く
れ
る
お
父
さ
ん

は
、
や
さ
し
い
な
、
と
思
っ
て
い
ま

す
。
で
も
僕
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、

本
当
の
や
さ
し
さ
で
は
な
い
と
感
じ

ま
し
た
。
そ
う
思
っ
た
の
は
、
僕
が

家
で
ず
っ
と
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
る
と

き
で
し
た
。
お

父
さ
ん
が
仕
事

か
ら
帰
っ
て
き

た
ら
い
き
な
り

僕
を
怒
鳴
り
付

け

ま

し

た
。

「
翔
也
、
お
ま

え

は

何

時

間

ゲ
ー
ム
を
し
て

い
る
ん
だ
。
」
僕
は
、
「
う
る
せ
ー

な
、
ま
た
長
い
説
教
か
よ
。
」
と
心

の
中
で
言
い
ま
し
た
。
で
も
僕
は
ま

だ
ゲ
ー
ム
を
し
て
い
ま
し
た
。
「
人

が
怒
っ
て
話
し
を
し
て
い
る
ん
だ
。

ゲ
ー
ム
を
や
め
て
、
目
を
見
ろ
目

を
。
」
と
言
っ
て
も
、
僕
は
セ
ー
ブ

が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
や
ば
い
と

思
い
な
が
ら
も
、
ゲ
ー
ム
を
し
て
い

ま
し
た
。
す
る
と
い
き
な
り
手
が
軽

く
な
っ
て
、
ゲ
ー
ム
が
三
ｍ
ほ
ど
投

げ
飛
ば
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
「
だ
か

ら
目
を
見
ろ
と
言
っ
た
だ
ろ
。
」

さ
っ
き
よ
り
も
す
ご
い
勢
い
で
僕
を

怒
鳴
る
。
そ
の
姿
は
、
獲
物
を
追
い

か
け
て
い
る
ラ
イ
オ
ン
の
よ
う
だ
っ

た
。
僕
は
、
お
父
さ
ん
の
真
剣
な
顔

を
、
や
っ
と
見
た
。
す
る
と
お
父
さ

ん
は
、
「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は

な
。
お
ま
え
ら
を
、
社
会
に
で
て
も

恥
ず
か
し
く
な
い
大
人
に
育
て
る
義

務
が
あ
る
ん
だ
よ
。
だ
か
ら
こ
う

や
っ
て
真
剣
に
怒
っ

て
い
る
ん
だ
。
」
と

言
っ
た
。
僕
は
怒
ら

れ
た
直
前
、
「
だ
っ

た
ら
お
れ
を
生
む
ん

じ
ゃ
ね
ー
よ
。
」
と

心
の
中
で
思
い
向
こ

う
の
部
屋
に
行
っ

た
。
そ

し

て

そ

の

夜
、
生
ま
な
き
ゃ
い
い
な
ん
て
な
ん

で
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
な
ぜ
僕
は
、

お
父
さ
ん
の
話
を
真
剣
に
聞
か
な

か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
お
母
さ
ん
が
、

腹
を
切
っ
て
ま
で
僕
を
産
ん
で
く
れ

た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
こ
ん

な
に
楽
し
い
日
々
を
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
く
れ
た
。
そ
れ
な
の
に
…
な
ん

で
。
そ
う
思
う
と
涙
が
出
て
き
た
。

夜
中
の
一
時
、
僕
は
一
人
で
泣
い
て

い
た
。
そ
の
日
か
ら
僕
は
、
変
わ
っ

た
。
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
、
と

て
も
大
切
に
思
え
て
き
た
。
そ
う
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
僕
た
ち

を
育
て
る
『
義
務
』
と
言
う
も
の
を

背
負
っ
て
い
る
。
僕
は
、
お
父
さ
ん

と
お
母
さ
ん
が
背
負
っ
て
い
る
も
の

を
少
し
で
も
軽
く
で
き
る
よ
う
に
、

僕
は
、
努
力
を
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。顔

は
少
し
こ
わ
く
て
も
、
ち
ょ
っ

と
運
動
し
て
、
肉
ば
な
れ
を
お
こ
す

お
父
さ
ん
が
僕
は
こ
の
世
界
で
一
番

大
好
き
で
す
。
父
の
日
に
、
僕
は
、

三
枚
の
原
稿
用
紙
じ
ゃ
書
き
表
せ
な

い
く
ら
い
の
感
謝
の
気
持
ち
を
こ
め

て
、
「
あ

り

が

と

う
。
お

父

さ

ん
。
」
と
、
言
い
た
い
で
す
。

尊
敬
で
き
る
父

大
間
々
中
学
校
２
年

田
島
成
美
さ
ん

私
の
父
は
毎
日
、
夜
中
ち
か
く
ま

で
仕
事
を
し
て
帰
宅
し
ま
す
。
私
の

父
は
開
発
す
る
仕
事
を
し
て
い
て
、

自
分
で
開
発
し
た
商
品
の
プ
レ
ゼ
ン

を
す
る
た
め
に
、
よ
く
出
張
に
も
行

き
ま
す
。
出
張
か
ら
帰
っ
て
く
る
父

は
い
つ
も
、
も
の
す
ご
く
疲
れ
て
い

て
す
ぐ
寝
て
し
ま
い
ま
す
。

私
が

「
大
変
じ
ゃ
な
い
の
？
」

と
聞
く
と
、
父
は

「
す
ご
く
悩
ん
で
出
来
上

が
っ
た
商
品
が
成
功
す
る

と
す
ご
い
満
足
感
が
あ

る
。
」

と
う
れ
し
そ
う
に
私
に
言

い

ま

し

た
。
私

は

こ

の

時
、
父
は
す
ご
い
人
な
ん

だ
。
と
尊
敬
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

そ
ん
な
あ
る
日
、
私
は
父
が
家
で

仕
事
を
し
て
い
る
時
に
、
び
っ
く
り

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
父
は
、
も
の

す
ご
い
ケ
タ
の
計
算
を
し
て
い
て
、

何
十
枚
の
書
類
に
目
を
通
し
な
が

ら
、
赤
ペ
ン
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た

り
、
な
に
か
を
書
き
込
ん
で
い
た
り

と
細
か
く
て
難
か
し
そ
う
な
仕
事
を

し
て
い
た
か
ら
で
す
。
も
う
私
は
そ

れ
を
見
て
、
な
に
が
な
ん
だ
か
わ
か

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
は
、
そ
ん
な

父
を
見
て
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
な
！
と

感
動
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
は
私
の
部
活
（
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
）
に
も
す
ご
く
力
を
い
れ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
遠
征
の
車
出
し
、

移
動
の
荷
運
び
、
テ
ン
ト
張
り
な
ど

も
し
て
く
れ
、
試
合
後
は
私
の
良
い

所
、
悪
い
所
な
ど
も
言
っ
て
く
れ
た

り
し
ま
す
。
そ
し
て
、
家
で
は
素
振

り
も
見
て
く
れ
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
く

れ
ま
す
。
実
は
、
父
と
は
最
近
共
通

の
話
題
が
な
く
会
話
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
私
の
部
活
を
通
じ
て
父

と
の
会
話
が
す
ご
く
多
く
な
り
ま
し

た
。
そ

し
て
、

こ
の
間

父
が

「
仕
事

で
い
や

な
事
が

あ
っ
た

り
、
疲

れ
て
た
り
し
て
も
、
成
美
の
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
が
あ
る
か
ら
す
ご
く
楽
し
ま

せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
」

と
私
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は

こ
の
言
葉
を
聞
い
て
、
本
当
に
す
ご

く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
だ
か
ら
、

今
私
も
素
直
に
部
活
を
が
ん
ば
れ
る

し
、
も
っ
と
上
手
く
な
っ
て
や
ろ

う
！
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
私

は
、
も
っ
と
父
に
ほ
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
う
し
、
何
よ
り
ひ
と
り
じ
ゃ

な
い
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
に
気
付
き

ま
し
た
。
今
度
の
大
会
に
向
け
て
、

い
ろ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
ね
。

お
父
さ
ん
。

みどりみどり市市連合連合婦人会主催の父の日大会で表彰された父の日作文の最優秀賞の作品を紹介します。婦人会主催の父の日大会で表彰された父の日作文の最優秀賞の作品を紹介します。

（４)

（25） 広報みどり 呉23

父
の
日
作
文

父父
の
日
作

父
の
日
作
文文
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みどり市新春交流会

年初めに市民と歓談

笠懸第１保育園に繭玉飾り

きれいに飾れました
１月11日、笠懸第１保育園で繭玉飾りが行われまし

た。

この繭玉飾りは、関口安治さん（東町小夜戸）が子

どもたちに農村の伝統行事を知ってもらい、飾り付け

を実際に体験してもらおうと行ったもの。

子どもたちは、関口さんから繭玉飾りについての説

明を聞くと、うるち米をついてできた赤、白、黄色の

三色のだんごを山から切り出したハナミズキとミズナ

ラの枝に挿して小正月行事を楽しみました。

新春交流会の様子

関口安治さん

石原市長も一緒に飾り付け

１月４日、市役所笠懸庁舎で新春交流会が開催さ

れ、多くの市民の方に参加いただきました。会場では

終始明るい雰囲気の中で、市長や副市長と参加者との

歓談が行われました。

今年の交流会は、「世界」というテーマを設け、会

場入口や別室に、笠懸の武井日出雄さん（世界らん展

最優秀ディスプレイ賞受賞）の世界らん展資料や星野

物産㈱の手振りうどん（世界モンドセレクション最高

金賞受賞）、名誉県民でもある星野富弘さんの作品な

どの展示も行い、市が誇る商品・作品などを多くの参加

者が興味深そうに見つめていました。

世世界らん展資世界らん展資料料 星野富弘さんの作星野富弘さんの作品品手振りうどんの展手振りうどんの展示示
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みどり市ブランド

認証商品が見られます

100歳 ご長寿

ニューイヤー駅伝

声援の中、懸命に疾走

黒澤映画のスクリプター

野上照代さんの講演

桐生・大間々の両警察署で初点検

安全安心を守るため

心停止の緊急時にご使用を

笠懸庁舎にAED設置

みどり市ブランド認証商品

を取りそろえたショーケース

が、笠懸庁舎１階のロビーに

設置されました。来庁する多

くの人たちが、お勧め商品に

目を留めています。このほか、

大間々・東両庁舎の既存スペー

スにも展示されています。

１月１日、恒例の全日本実業

団駅伝（ニューイヤー駅伝）が

行われ、コース沿いでは大勢の

人たちが駆けつけ、選手たちに

声援を送っていました。競技は

コニカミノルタが優勝し、地元

出場のSUBARUは昨年の28位から

12位と躍進しました。

心臓が停止してしまった

人に電気ショックを与えて

蘇生を図る、AED（自動体外

式除細動器）が、笠懸庁舎

の１階ロビーに設置されま

した。３月に笠懸図書館で使

用法などの講習会もあります

ので受講ください。

１月９日に桐生警察署、翌10日には大間々警察署

で、2008年初点検が挙行されました。

初点検は、両警察署とも署内の駐車場に署員が整列

し、大間々警察署では交通指導員も加わり、署長をは

じめ石原市長や桐生市の亀山市長などの来賓の巡閲

に、規律正しいきびきびした動きを見せ、今年１年の

地域の安全安心を守る気持ちを新たにしていました。

点検後の式典では、警察行政への協力者や協力団体

に感謝状が贈呈されました。

１月12日、笠懸図書館で故黒澤明監督の映画撮影に

スクリプター（記録係）として携わった、野上照代さ

んの講演会が「母べえの時代」と題して行われまし

た。会場はイスを追加で並べる満席状態で、野上さん

は、黒澤監督の話や現在公開中の映画「母べえ」の原

作者として山田洋二監督と主演の吉永小百合さんとの映

画化にまつわる話をされていました。また、めったに見

られない黒澤映画の予告篇なども数作品上映され、会場

内の人たちは食い入るように画面を見つめていました。

野上照代さん

髙橋泰子さん誕生日迎え

１月16日、大間々町高津戸の髙

橋泰子さんが、100歳を迎え、市

長・市議会議長や社会福祉協議会

長が慶祝訪問に伺いました。髙橋

さんは、入所している養護老人

ホームで多くの人から「おめでと

う」と祝われて、うれしそうに感

謝の言葉を述べていました。
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大
間
々
町
浅
原
の
通
称
馬
場
通
に
ひ
っ
そ
り
と
た

た
ず
む
「
庚
申
塔
お
よ
び
大
日
如
来
像
」
は
、
２
基

こ

う

し

ん

１
対
の
重
制
石
幢
と
石
造
の
大
日
如
来
像
か
ら
な
っ

せ

き

ど

う

て
い
ま
す
。

重
制
石
幢

石
幢
の
「
幢
」
は
神
仏
の
前
に
立
て
る
旗
（
幢
ど

う

幡
）
を
意
味
し
、
石
幢
は
旗
を
石
に
置
き
か
え
た
も

ば

んの
だ
と
い
い
ま
す
。
重
制
石
幢
は
、
室
町
時
代
以
降

各
地
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
石
灯
籠

に
似
た
形
を
し
て
い
ま
す
が
、
笠
の
下
は
灯
明
を
入

れ
る
火
袋
の
代
わ
り
に
、
多
角
柱
状
の
龕
部
に
な
っ

が

ん

ぶ

て
い
ま
す
。
龕
部
の
各
面
に
は
仏
が
彫
ら
れ
、
六
角

柱
状
の
も
の
は
六
地
蔵
を
彫
っ
た
も
の
が
多
く
、

六
道
輪
廻
の
思
想
に
よ
り
、
地
獄
道
・
畜
生
道
な
ど

り

く

ど

う

り

ん

ね

六
道
の
そ
れ
ぞ
れ
を
６
種
の
地
蔵
が
救
う
と
い
う
地

蔵
信
仰
と
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

石
幢
の
う
ち
の
１
つ
は
、
幢
身
に
穴
が
開
け
ら
れ

ど

う

し

ん

て
い
て
、
回
す
こ
と
で
死
者
の
後
生
を
弔
う
「
後
生

ご

し

ょ

う

車
」
の
取
り
付
け
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
石
幢

に
は
、
「
奉
造
立
六
地
蔵
庚
申
供
養
朝
原
村
本
願
弥

左
衛
門
人
数
四
十
七
人
也
干
時
元
亀
二
二
年
生
癸
酉

八
月
吉
日
」
と
い
う
銘
が
あ
り
、
元
亀
４
（
１
５
７

３
）
年
（
「
二

二
」
で
「
４
」
を

意

味

す

る
）
年

に
、
朝
原
（
浅
原
）
村
の
弥
左
衛
門
以
下

人
の
村

47

人
が
庚
申
供
養
の
た
め
に
六
地
蔵
を
建
立
し
た
と
い

う
内
容
が
記
さ
れ
、
２
つ
の
石
幢
が
「
庚
申
塔
」
と

呼
ば
れ
る
由
来
が
分
か
り
ま
す
。

も
う
１
つ
の
石
幢
は
、
笠
か
ら
上
が
失
わ
れ
て
い

て
、
ほ
か
の
石
造
物
の
も
の
と
置
き
換
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

大
日
如
来
像

中
央
に
あ
る
丸
彫
り
の
石
仏
は
、
胸
の
前
で
右
手

人
差
し
指
を
左
手
で
握
る
よ
う
に
し
て
、
ま
る
で
忍

者
が
術
を
行
う
時
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
知
拳
印
と
い
う

ち

け

ん

い

ん

印
相
で
、
大
日
如
来
で
あ
る
こ

い

ん

そ

う

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
大
日
如
来
は
そ
の
名
の
通
り

太
陽
を
表
し
、
真
言
宗
で
は
最
も
重
要
な
仏
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
像
の
背
面
に
は
風
化
し
て
読
み
取
り
に

く
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
「
鏡
海
上
人
□
□
大
小
旦

那
衆

奉
造
立
大
日
如
来
尊
□
□
現
當
二
世
処
也
干

時
寛
永
六
己
巳
今
月
日
敬
□
」
（
□
は
欠
字
）
と
記

さ
れ
た
銘
文
が
あ
り
、
寛
永
６

（
１
６
２
９
）
年
に
、
鏡
海
上

人
と
い
う
僧
を
中
心
と
し
た
大

小
の
旦
那
衆
（
浅
原
村
の
住
人

の
こ
と
）
が
結
集
し
て
村
の
末

永
い
繁
栄
を
願
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

浅
原
村
や
周
辺
の
村
々
は
、

上
杉
謙
信
の
侵
攻
を
受
け
た

り
、
太
田
金
山
城
の
由
良
氏
の

勢
力
下
に
入
っ
た
り
、
深
沢

（
神
梅
）
城
の
阿
久
沢
氏
の
勢

力
下
に
入
っ
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
不
安
に
悩
ま
さ
れ
た
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
信
仰
の
性
格
が
異
な
る
石
造
物
を

１
カ
所
に
ま
つ
っ
て
い
る
の
も
、
浅
原
村
の
村
人
た

ち
が
戦
乱
の
時
代
か
ら
の
団
結
と
信
仰
心
を
こ
れ
か

ら
も
確
か
め
合
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
込
め
ら
れ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
文
化
振

興
係
緯

９
８
４
７

(76)

俯
村
人
の
信
仰
心
と
結
束
が
あ
ら
わ
れ
た
石
造
物
俯

No.15

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

み
ど
り
市
の
文
化
財
め
ぐ
り

▲

重
制
石
幢

▲大日如来像と２基の「庚申塔」



無 料 相 談

桐生保健福祉事務所の相談
会場 桐生保健福祉事務所[桐生市

相生町]緯(53)4131

《子育てこころの相談》

期日 毎月第１火曜日

時間 午後１時～４時

《精神保健福祉相談》

期日 ２月８日画・３月14日画

時間 午前10時～正午（要予約）

行政相談・人権相談
《行政相談・人権相談》

期日 ３月７日画

時間 午前10時～午後３時

会場 大間々庁舎２階第２会議室

緯(76)1846

相談員 人権擁護・行政相談委員

《行政相談》

期日 ２月８日画・３月10日俄

時間 午前10時～正午

会場 東庁舎３階 緯(76)0984

相談員 行政相談委員

○発行／みどり市役所 衣379－2395 みどり市笠懸町鹿2952番地 緯0277(76)0962 思0277(76)2449 ○編集／企画課情報広聴係
○ホームページURL http://www.city.midori.gunma.jp（29）

子どもたちの教育相談

期日 毎週月～金曜日

時間 午前９時～正午

午後１時～５時

会場 教育研究所電話教育相談室

緯(73)1110

※来所相談の場合もまずはお電話で

社会福祉協議会の相談
《心配ごと相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ２月25日俄・３月５日我

時間 午前９時～午後３時

会場 笠懸老人憩の家

【大間々支所 緯(72)4054】

期日 ２月15日画・★３月17日俄

時間 午後１時～３時

会場 厚生会館

【東支所 緯(97)2828】

期日 ２月12日峨・３月10日俄

時間 午前10時～正午

会場 高齢者生活福祉センター

※★印の日は、弁護士相談（午後１時

～３時：要予約）も行います。

《高齢者相談》

【笠懸本所 緯(76)4111】

期日 ２月20日我・３月19日我

時間 午前10時30分～正午

会場 笠懸老人憩の家

無料人権相談

期日 毎週木曜日（休日除く）

時間 午後１時～４時

会場 前橋地方法務局桐生支局

緯(44)3526

相談員 人権擁護委員

休 日 当 番 医

（53）7711外内眼相生町５高木病院

２/10(日)
（72）2505内児大間々町小保方医院

（47）3014内東５石川内科クリニック

（44）8557内外肛境野町２さかいのクリニック

（53）5411外内神相生町１阿部医院

２/11(月)
（20）7780児新宿３おのこどもクリニック

（44）8989内仲町１坂本内科医院

（72）1282外大間々町一心堂クリニック

（73）2211外内児整大間々町恵愛堂病院

２/17(日)
（72）1025内児大間々町萩原医院

（44）5930内児婦新宿１新宿医院

（54）8171内広沢町１仲町診療所

（40）2600整広沢町間ノ島桐生整形外科病院

２/24(日)
（47）8200児笠懸町みらいこどもクリニック

（22）7777内本町４藤江醫院

（43）3180眼境野町１みなみ眼科

（45）1551外内稲荷町大和病院

３/２(日)
（76）9998内児笠懸町志鳥クリニック

（53）8531産婦相生町２高橋産婦人科医院

（72）1655内大間々町稲葉医院

（44）3060内外本町５矢島医院

３/９(日)
（44）1125内児循消呼小曽根町星野クリニック

（54）4153産婦内循広沢町６山口病院

（74）2300外内新里町細野医院

（43）1713境野町２高田接骨院
２/10(日)

（73）2310大間々町北沢接骨院

（44）5827境野町２周藤接骨院
２/11(月)

（55）1511相生町２みのる接骨院

（22）4667宮前町１武藤接骨院
２/17(日)

（52）6336広沢町１中里接骨院

（44）5100東７福間接骨院
２/24(日)

（22）8555宮前町１中島接骨院

（32）1878梅田町１中村接骨院
３/２(日)

（74）8826新里町高柳接骨院

（47）0070新宿３河内接骨院
３/９(日)

（53）9966相生町１澤接骨院

※休日当番医・接骨院は、都合により変更する場合もあ

ります。確認してお出かけください。

休日当番接骨院

２
月

日
が
納
期
限
で
す
。

29

今月の納税

毅桐生市歯科医師会館（桐生市堤町3-3-2）

時間 午前10時～午後３時 緯（45）1397

毅太田新田歯科医師会館（太田市新井町516-8）

時間 午前９時～午後１時 緯0276（45）7320

休日歯科診療所

忘
れ
ず
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

人の動き（前月比）

総 数

世帯数

男

女

53,303人

26,278人

27,025人

18,658戸

［12月末日現在］

(+21)

(+15)

(+6)

(+23)

国
民
健
康
保
険
税

第
８
期



群馬県産小麦粉、国産でん粉、国産

山芋を使用した、すいとん用粉。昔懐

かし、今の味を四季の材料でお楽しみ

ください。手打ちうどんやお好み焼き

にも使用できます。また、群馬県優良

推奨品にも選ばれています。

【１袋】 1kg…525円

【１箱】 1袋入り…630円

2袋入り…1,260円

㈲小林米穀店

〈大間々町大間々879 緯（72）1498〉

定休日：年中無休

ホームページhttp://www.k-kome.com/

みみどり市ブランどり市ブランドド

東町の畑で栽培した「えごま」を生

で搾った油です。

えごま油は、豊かな風味と香りを持

ち、αリノレン酸（体内でＤＨＡ・Ｅ

ＰＡをつくるための原料となる必須脂

肪酸）が約60％含まれています。ま

た、熱に弱く、酸化されやすい性質を

もっているので、ドレッシングや料理

の仕上げにご使用ください。

【１本】 150ml…1,800円

300ml…3,500円

サクシード

〈東町小夜戸232 緯(97)3416〉

※この商品はサンレイク草木緯(95)6309

で取り扱っています。

金糸銀糸が使われていた正絹帯を

バッグ生地に仕上げ、高価な帯と革を

融合させたファッション性とシンプル

性を備えたバッグです。

使用する革は、ヨーロッパのブラン

ドメーカーなどと取引のあるナメシ会

社の質の良さと耐久性を備えた革を使

用しています。

【帯持込なしの場合】 54,500円～

【帯持込の場合】 37,709円～

福田バッグ工房

〈笠懸町阿左美659-7 緯(76)8903〉

ホームページ http://f-bag.com/

上州 田舎のすいとん えごま油 帯地バッグ

～みどり市ブラン～みどり市ブランドド認証商品の紹介③認証商品の紹介③～～

よよりりどどりりみみどどりり

外外
１
月

日
、
笠
懸

13

野
文
化
ホ
ー
ル
で
み

ど
り
市
成
人
式
が
開

か
れ
、
新
成
人
４
３

１
人
（
対
象
者
６
０

８
人
中
）
が
参
加
し

ま
し
た
。

新
成
人
た
ち
は
、

笠
懸
、
笠
懸
南
、
大

間
々
、
大
間
々
東
、

東
の
５
つ
の
中
学
校

ご
と
に
着
席
し
、
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し

て
上
映
し
た
中
学
時

代
の
写
真
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
を
見
て
当
時

を
懐
か
し
み
な
が
ら

式
典
へ
と
臨
み
ま
し

た
。壇

上
か
ら
お
祝
い

の
言
葉
や
励
ま
し
の

言
葉
を
贈
ら
れ
る

と
、
新
成
人
を
代
表

し
て
蜂
須
翔
太
さ
ん

（
大
間
々
町
）
が
決

意
表
明
と
し
て
将
来

の
夢
を
語
り
、
新
井

重
也
さ
ん
（
大
間
々

町
）
が
答
辞
で
、
こ

れ
ま
で
支
え
て
き
て

く
れ
た
人
た
ち
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
述

べ
ま
し
た
。




